
拡張 QCIのオプション

この章では、拡張 QCI機能について説明します。

• QCIごとのパケットドロップカウンタと QCIレベルカウンタの ARP精度（1ページ）
• QCI値と ARP値の両方に基づく DSCPマーキング（15ページ）
•新しい標準 QCIのサポート（19ページ）
•非標準 QCIのサポート（57ページ）

QCIごとのパケットドロップカウンタと QCIレベルカウ
ンタの ARP精度

このセクションでは、QCIごとのパケットドロップカウンタと QCIレベルカウンタの ARP精
度機能について説明します。

機能説明

このセクションでは、QCIごとのパケットドロップカウンタと QCIレベルカウンタの ARP精
度機能について説明します。

QCIおよび ARPの可視性のサポート

StarOSリリース 20.2では、ソフトウェアの機能が強化されており、Quality of ServiceClass Index
（QCI）および Allocation and Retention Priority（ARP）ベースの QoS統計の表示がサポートさ
れています。

ARPは、ネットワークが輻輳した状況で優先順位の低いベアラーをドロップまたはダウング
レードするための3GPPメカニズムです。ネットワークはARPを確認し、新しい専用ベアラー
を無線ベースステーションを介して確立できるかどうかを判断します。QCIは通信事業者のプ
ロビジョニング値であり、ベアラーレベルのパケット転送処理を制御します。

この機能が拡張されたため、通信御者は、同じQCI値で実行されている複数のサービスを識別
する QoS統計情報をモニターできるようになりました。さらに、Enhanced Charging Service
（ECS）がパケットをドロップした具体的な理由を提供するためのパケットドロップカウンタ
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が導入されました。パケットドロップカウンタは、ARPごとに出力されます。これにより、通
信事業者はサービスに影響を与える可能性のあるネットワーク問題の特定とトラブルシュート

を行う際に使用できる追加情報を得ることができます。

ARP値については、Allocation/Retention Priority（ARP）情報要素（IE）の優先度レベル値のみ
が考慮されます。ARP IEのプリエンプション脆弱性（PVI）およびプリエンプション機能
（PCI）フラグは考慮されません。

重要

既存の show apn statistics name apn-nameおよび show apn statistics Exec Mode CLIコマンドが
強化されました。これらのコマンドの出力で、QCI/ARPベースの QoS統計情報が可視化され
るようになりました。

ライセンス

QCIレベルカウンタの ARP精度はライセンス制御機能です。QCIごとのパケットドロップカ
ウンタ機能にはライセンスは必要ありません。ライセンスの詳細については、シスコのアカウ

ント担当者またはサポート担当者にお問い合わせください。

重要

QCIレベルカウンタの ARP精度の設定
ここでは、QCIレベルカウンタの ARP精度機能を設定する方法について説明します。

QCIレベルカウンタの ARP精度はライセンス制御機能です。QCIごとのパケットドロップカ
ウンタ機能にはライセンスは必要ありません。ライセンスの詳細については、シスコのアカウ

ント担当者またはサポート担当者にお問い合わせください。

重要

この機能の設定は、次のタスクで構成されています。

1. 統計プロファイルを作成します。

2. QCIごとのパケットドロップカウンタの収集を有効にします。

3. QCI/ARPレベルの統計の収集を有効にします。

4. 統計プロファイルを APNに関連付けます。

5. 設定を確認します。

統計プロファイルの作成

「グローバルコンフィギュレーションモード」にアクセスし、統計プロファイルを作成する

には、次の例を使用します。
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configure
stats-profile stats_profile_name

end

注：

• stats_profile_nameは、1～ 63文字の英数字文字列である必要があります。

パケットドロップ統計の収集の有効化

「統計プロファイルコンフィギュレーションモード」にアクセスし、統計プロファイルを作

成して、パケットドロップ統計の収集を有効にするには、次の例を使用します。

configure
stats-profile stats_profile_name

packet-drop
end

パケットドロップ統計の収集の無効化

configure
stats-profile stats_profile_name

no packet-drop
end

注：

• stats_profile_nameは、既存の統計プロファイルの名前である必要があります。この名前は、
1～ 63文字の英数字文字列である必要があります。

• packet-drop：指定された統計プロファイルのパケットドロップ統計の収集を有効にしま
す。

• no packet-drop：指定された統計プロファイルのパケットドロップ統計の収集を無効にし
ます。

QCI/ARPレベル統計の収集の有効化

「統計プロファイルコンフィギュレーションモード」にアクセスし、統計プロファイルに関

する QCI/ARPレベルの統計の収集を有効にするには、次の例を使用します。

configure
stats-profile stats_profile_name

qci { all | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | [ non-std { non-gbr
| gbr } ] } { arp { all | [ 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | 10 |
11 |12 | 13 | 14 | 15 ] + } }

end

QCI/ARP統計の収集を無効にするには、次の手順を実行します。

configure
stats-profile stats_profile_name

no qci { all | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | [ non-std { non-gbr
| gbr } ] } { arp { all | [ 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | 10 |
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11 |12 | 13 | 14 | 15 ] + } }
end

注：

• stats_proflle_nameは、既存の統計プロファイルの名前である必要があります。この名前
は、1～ 64文字の英数字文字列である必要があります。

• qci：指定された QCIに関する ARP優先順位レベルの統計の収集を設定します。

• non-std：非標準 QCIに関する ARP優先順位レベルの統計の収集を設定します。

• non-gbr：非標準非保証ビットレート（GBR）QCIに関するARP優先順位レベルの統計の
収集を設定します。

• gbr：非標準 GBR QCIに関する ARP優先順位レベルの統計の収集を設定します。

• arp：指定された ARP値に関する ARP優先順位レベルの統計の収集を設定します。

• no：指定された qci設定および arp設定に関する ARP優先順位レベルの統計の収集を無
効にします。

統計プロファイルと APNの関連付け

「APNコンフィギュレーションモード」にアクセスし、統計プロファイルをAPNに関連付け
るには、次の例を使用します。

configure
apn apn_name

stats-profile stats_profile_name

end

統計プロファイルと指定した APNの関連付けを解除するには、次の手順を実行します。

configure
apn apn_name

no stats-profile
end

注：

• stats_profile_name：既存の統計プロファイルの名前である必要があります。この名前は、
1～ 63文字の英数字文字列である必要があります。

• P-GW/SAEGW/GGSNサービスごとに最大 64の統計プロファイルを設定できます。

• no stats-profile：統計プロファイルと APNの関連付けを解除します。

統計プロファイルが、12を超える APNに関連付けられている場合は、メモリとパフォーマン
スへの影響に関する次の警告が表示されます。

[WARNING] Configuring QCI/ ARP level statistics for more then 12 APNs will have
memory and performance impact. Do you want to continue [Y/N]

重要
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設定の確認

次の手順で設定を確認します。

最初に、統計プロファイルが正しいAPNに関連付けられていることを確認します。EXECモー

ドで、次のコマンドを入力します。

show apn name apn_name

注：

•コマンド出力で、stats profileフィールドを探します。この APNに関連付けられている統
計プロファイルの名前が含まれている必要があります。

次に、統計プロファイルの設定が正しいことを確認します。EXECモードで、次のコマンドを
入力します。

show stats-profile name stats_profile_name

注：

• stats_profile_nameは、設定を表示する統計プロファイルの名前です。

•このコマンドの出力には、次の情報が含まれています。

•統計プロファイル名

• QCIと ARPの両方に対するパケットドロップ設定

• StarOSが詳細な ARP統計を収集する QCI ARPの組み合わせ

上記の設定のいずれかが正しくない場合は、設定手順を再度実行して、適切な設定で統計プロ

ファイルを再設定します。

QCIごとのパケットドロップカウンタと QCIレベルカウンタの ARP精
度のモニタリング

この項では、QCIごとのパケットドロップカウンタと QCIレベルカウンタの ARP精度機能を
モニタリングする方法について説明します。

バルク統計

この項では、ARP精度および QCIごとのパケットドロップカウンタ機能をサポートするため
に追加されたバルク統計を示します。

APNスキーマ

新しい標準 QCI機能をサポートするために、次のバルク統計が S-GWスキーマに追加されま
した。

qci65-actbear
qci65-setupbear
qci65-relbear
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qci65-uplinkpkt-fwd
qci65-dwlinkpkt-fwd
qci65-uplinkbyte-fwd
qci65-dwlinkbyte-fwd
qci65-uplinkpkt-drop
qci65-dwlinkpkt-drop
qci65-uplinkbyte-drop
qci65-dwlinkbyte-drop
qci65-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci65-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci65-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci65-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci65-rejbearer
qci66-actbear
qci66-setupbear
qci66-relbear
qci66-uplinkpkt-fwd
qci66-dwlinkpkt-fwd
qci66-uplinkbyte-fwd
qci66-dwlinkbyte-fwd
qci66-uplinkpkt-drop
qci66-dwlinkpkt-drop
qci66-uplinkbyte-drop
qci66-dwlinkbyte-drop
qci66-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci66-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci66-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci66-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci66-rejbearer
qci69-actbear
qci69-setupbear
qci69-relbear
qci69-uplinkpkt-fwd
qci69-dwlinkpkt-fwd
qci69-uplinkbyte-fwd
qci69-dwlinkbyte-fwd
qci69-uplinkpkt-drop
qci69-dwlinkpkt-drop
qci69-uplinkbyte-drop
qci69-dwlinkbyte-drop
qci69-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci69-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci69-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci69-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci69-rejbearer
qci70-actbear
qci70-setupbear
qci70-relbear
qci70-uplinkpkt-fwd
qci70-dwlinkpkt-fwd
qci70-uplinkbyte-fwd
qci70-dwlinkbyte-fwd
qci70-uplinkpkt-drop
qci70-dwlinkpkt-drop
qci70-uplinkbyte-drop
qci70-dwlinkbyte-drop
qci70-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci70-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci70-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci70-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci70-rejbearer
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci65
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci66
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sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci69
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci70

コマンドの表示

ここでは、パケット単位の QCIドロップカウンタと、QCIレベルカウンタの ARP精度機能を
サポートするために使用できる EXECモードの showコマンドについて説明します。

show apn statistics

qciおよび arpキーワードがこのコマンドに追加されました。これらの新しいキーワードを使
用して、オペレータは、QCIレベルカウンタの ARP精度機能に適用される 4つの基本シナリ
オの出力を表示できます。

シナリオ 1

単一の APNについて、QCI/ARPレベルの精度でパケットドロップカウンタを表示します。こ
のコマンドの出力は、パケットドロップに影響を与える可能性のあるネットワークの問題を切

り分けるのに役立ちます。

show apn statistics name apn_name qci { all | 1-9 | non-std { gbr |
non-gbr } } arp { all | 1-15 }

注：

• apn_name：APNコンフィギュレーションモードで作成された設定済みAPNの名前である
必要があります。

• qci：指定した QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• all：すべての QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-9：QCI <n>のパケットドロップ統計を表示します。1～ 9のQCI番号にする必要があり
ます。

• non-std：非標準 QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• non-gbr：非標準の非 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• gbr：非標準 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• arp：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

• all：すべての ARP優先順位レベルのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-15：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

シナリオ 2

すべての APNについて、QCI/ARPレベルの精度でパケットドロップカウンタを表示します。

show apn statistics qci { all | 1-9 | non-std { gbr | non-gbr } } arp
{ all | 1-15 }

注：
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• apn_name：APNコンフィギュレーションモードで作成された設定済みAPNの名前である
必要があります。

• qci：指定した QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• all：すべての QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-9：QCI <n>のパケットドロップ統計を表示します。1～ 9のQCI番号にする必要があり
ます。

• non-std：非標準 QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• non-gbr：非標準の非 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• gbr：非標準 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• arp：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

• all：すべての ARP優先順位レベルのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-15：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

シナリオ 3

QCIレベルの精度で新しいパケットドロップカウンタを表示し、指定されたAPNの既存のQCI
レベルのカウンタを表示します。

show apn statistics name apn_name qci { all | 1-9 | non-std { gbr | non-gbr
} }

注：

• apn_name：APNコンフィギュレーションモードで作成された設定済みAPNの名前である
必要があります。

• qci：指定した QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• all：すべての QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-9：QCI <n>のパケットドロップ統計を表示します。1～ 9のQCI番号にする必要があり
ます。

• non-std：非標準 QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• non-gbr：非標準の非 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• gbr：非標準 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• arp：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

• all：すべての ARP優先順位レベルのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-15：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

シナリオ 4
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QCIレベルの精度でパケットドロップカウンタを表示し、すべての APNの統合された既存の
QCIカウンタを表示します。

show apn statistics qci { all | 1-9 | non-std { gbr | non-gbr } }

注：

• apn_name：APNコンフィギュレーションモードで作成された設定済みAPNの名前である
必要があります。

• qci：指定した QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• all：すべての QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-9：QCI <n>のパケットドロップ統計を表示します。1～ 9のQCI番号にする必要があり
ます。

• non-std：非標準 QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• non-gbr：非標準の非 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• gbr：非標準 GBR QCIのパケットドロップ統計を表示します。

• arp：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

• all：すべての ARP優先順位レベルのパケットドロップ統計を表示します。

• 1-15：指定した ARP優先順位レベルの統計を表示します。

show apn statistics name apn_name qci all arp allコマンドの出力が拡張され、次の新しい統計
が表示されるようになりました。

Data Statistics:

Uplink Bytes: 0 Downlink Bytes: 0
Uplink Pkts: 0 Downlink Pkts: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink Pkts dropped: 0 Downnlink Pkts dropped: 0

Uplink Dropped: Downlink Dropped:
MBR Exceeded(Bytes): 0 MBR Exceeded(Bytes): 0
MBR Exceeded(Pkts): 0 MBR Exceeded(Pkts): 0
AMBR Exceeded(Bytes): 0 AMBR Exceeded(Bytes): 0
AMBR Exceeded(Pkts): 0 AMBR Exceeded(Pkts): 0
Miscellaneous(Bytes): 0 Miscellaneous(Bytes): 0
Miscellaneous(Pkts): 0 Miscellaneous(Pkts): 0
Overcharge Prtctn(Bytes) 0 Overcharge Prtctn(Bytes): 0
Overcharge Prtctn(Pkts): 0 Overcharge Prtctn(Pkts): 0
SGW Restoration(Bytes): 0 SGW Restoration(Bytes): 0
SGW Restoration(Pkts): 0 SGW Restoration(Pkts): 0
SDF Gate(Bytes): 0 SDF Gate(Bytes): 0
SDF Gate(Pkts): 0 SDF Gate(Pkts): 0
ITC Gate(Bytes): 0 ITC Gate(Bytes): 0
ITC Gate(Pkts): 0 ITC Gate(Pkts): 0
Flow Terminated(Bytes): 0 Flow Terminated(Bytes): 0
Flow Terminated(Pkts): 0 Flow Terminated(Pkts): 0
Subsession Terminated(Bytes): 0 Subsession Terminated(Bytes): 0
Subsession Terminated(Pkts): 0 Subsession Terminated(Pkts): 0
Call Terminated(Bytes): 0 Call Terminated(Bytes): 0
Call Terminated(Pkts): 0 Call Terminated(Pkts): 0
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DCCA Discard(Bytes): 0 DCCA Discard(Bytes): 0
DCCA Discard(Pkts): 0 DCCA Discard(Pkts): 0
No Rule Match(Bytes): 0 No Rule Match(Bytes): 0
No Rule Match(Pkts): 0 No Rule Match(Pkts): 0
ICAP(Bytes): 0 ICAP(Bytes): N/A
ICAP(Pkts): 0 ICAP(Pkts): N/A
SFW(Bytes): 0 SFW(Bytes): 0
SFW(Pkts): 0 SFW(Pkts): 0
Hierarchical ENF(Bytes): 0 Hierarchical ENF(Bytes): 0
Hierarchical ENF(Pkts): 0 Hierarchical ENF(Pkts): 0
Dynamic CA Gate(Bytes): 0 Dynamic CA Gate(Bytes): : 0
Dynamic CA Gate(Pkts): 0 Dynamic CA Gate(Pkts): 0
NAT64 Cancel(Bytes): 0 NAT64 Cancel(Bytes): 0
NAT64 Cancel(Pkts): 0 NAT64 Cancel(Pkts): 0
Bearer Not Found(Bytes): 0 Bearer Not Found(Bytes): 0
Bearer Not Found(Pkts): 0 Bearer Not Found(Pkts): 0

4G Bearers Released By Reasons:
QCI1 QCI2 QCI3 QCI4 QCI5 QCI6 QCI7 QCI8 QCI9

Admin disconnect: 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ARP level distribution of 4G Bearer Released By Reasons:

Admin disconnect:
QCI 1:

ARP 1: 0
ARP 2: 0
ARP 3: 0
ARP 4: 0
ARP 5: 0
ARP 6: 0
ARP 7: 0
ARP 8: 0
ARP 9: 0
ARP 10: 0
ARP 11: 0
ARP 12: 0
ARP 13: 0
ARP 14: 0
ARP 15: 0

.

.

.

QCI 9:
ARP 1: 0
ARP 2: 0
ARP 3: 0
ARP 4: 0
ARP 5: 0
ARP 6: 0
ARP 7: 0
ARP 8: 0
ARP 9: 0
ARP 10: 0
ARP 11: 0
ARP 12: 0
ARP 13: 0
ARP 14: 0
ARP 15: 0
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Subscriber QoS Statistics:

4G Bearers Released By Reasons:
QCI1 QCI2 QCI3 QCI4 QCI5 QCI6 QCI7 QCI8 QCI9

Admin disconnect: 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ARP level distribution of 4G Bearer Released By Reasons:

Admin disconnect:
QCI 1:

ARP 1: 0
ARP 2: 0
ARP 3: 0
ARP 4: 0
ARP 5: 0
ARP 6: 0
ARP 7: 0
ARP 8: 0
ARP 9: 0
ARP 10: 0
ARP 11: 0
ARP 12: 0
ARP 13: 0
ARP 14: 0
ARP 15: 0

.

.

.

QCI 9:
ARP 1: 0
ARP 2: 0
ARP 3: 0
ARP 4: 0
ARP 5: 0
ARP 6: 0
ARP 7: 0
ARP 8: 0
ARP 9: 0
ARP 10: 0
ARP 11: 0
ARP 12: 0
ARP 13: 0
ARP 14: 0
ARP 15: 0

QCI 1:
ARP 1:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 2
Bearer Released: 2 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink Pkts forwarded: 0 Downlink Pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink Pkts dropped: 0 Downlink Pkts dropped: 0

Uplink Dropped: Downlink Dropped:
MBR Exceeded(Bytes): 0 MBR Exceeded(Bytes): 0
MBR Exceeded(Pkts): 0 MBR Exceeded(Pkts): 0
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AMBR Exceeded(Bytes): 0 AMBR Exceeded(Bytes): 0
AMBR Exceeded(Pkts): 0 AMBR Exceeded(Pkts): 0
Miscellaneous(Bytes): 0 Miscellaneous(Bytes): 0
Miscellaneous(Pkts): 0 Miscellaneous(Pkts): 0
Overcharge Prtctn(Bytes) 0 Overcharge Prtctn(Bytes): 0
Overcharge Prtctn(Pkts): 0 Overcharge Prtctn(Pkts): 0
SGW Restoration(Bytes): 0 SGW Restoration(Bytes): 0
SGW Restoration(Pkts): 0 SGW Restoration(Pkts): 0
SDF Gate(Bytes): 0 SDF Gate(Bytes): 0
SDF Gate(Pkts): 0 SDF Gate(Pkts): 0
ITC Gate(Bytes): 0 ITC Gate(Bytes): 0
ITC Gate(Pkts): 0 ITC Gate(Pkts): 0
Flow Terminated(Bytes): 0 Flow Terminated(Bytes): 0
Flow Terminated(Pkts): 0 Flow Terminated(Pkts): 0
Subsession Terminated(Bytes): 0 Subsession Terminated(Bytes): 0
Subsession Terminated(Pkts): 0 Subsession Terminated(Pkts): 0
Call Terminated(Bytes): 0 Call Terminated(Bytes): 0
Call Terminated(Pkts): 0 Call Terminated(Pkts): 0
DCCA Discard(Bytes): 0 DCCA Discard(Bytes): 0
DCCA Discard(Pkts): 0 DCCA Discard(Pkts): 0
No Rule Match(Bytes): 0 No Rule Match(Bytes): 0
No Rule Match(Pkts): 0 No Rule Match(Pkts): 0
ICAP(Bytes): 0 ICAP(Bytes): N/A
ICAP(Pkts): 0 ICAP(Pkts): N/A
SFW(Bytes): 0 SFW(Bytes): 0
SFW(Pkts): 0 SFW(Pkts): 0
Hierarchical ENF(Bytes): 0 Hierarchical ENF(Bytes): 0
Hierarchical ENF(Pkts): 0 Hierarchical ENF(Pkts): 0
Dynamic CA Gate(Bytes): 0 Dynamic CA Gate(Bytes): : 0
Dynamic CA Gate(Pkts): 0 Dynamic CA Gate(Pkts): 0
NAT64 Cancel(Bytes): 0 NAT64 Cancel(Bytes): 0
NAT64 Cancel(Pkts): 0 NAT64 Cancel(Pkts): 0
Bearer Not Found(Bytes): 0 Bearer Not Found(Bytes): 0
Bearer Not Found(Pkts): 0 Bearer Not Found(Pkts): 0

QCI 1:
ARP 2:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 2
Bearer Released: 2 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink Pkts forwarded: 0 Downlink Pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink Pkts dropped: 0 Downlink Pkts dropped: 0

Uplink Dropped: Downlink Dropped:
MBR Exceeded(Bytes): 0 MBR Exceeded(Bytes): 0
MBR Exceeded(Pkts): 0 MBR Exceeded(Pkts): 0
AMBR Exceeded(Bytes): 0 AMBR Exceeded(Bytes): 0
AMBR Exceeded(Pkts): 0 AMBR Exceeded(Pkts): 0
Miscellaneous(Bytes): 0 Miscellaneous(Bytes): 0
Miscellaneous(Pkts): 0 Miscellaneous(Pkts): 0
Overcharge Prtctn(Bytes) 0 Overcharge Prtctn(Bytes): 0
Overcharge Prtctn(Pkts): 0 Overcharge Prtctn(Pkts): 0
SGW Restoration(Bytes): 0 SGW Restoration(Bytes): 0
SGW Restoration(Pkts): 0 SGW Restoration(Pkts): 0
SDF Gate(Bytes): 0 SDF Gate(Bytes): 0
SDF Gate(Pkts): 0 SDF Gate(Pkts): 0
ITC Gate(Bytes): 0 ITC Gate(Bytes): 0
ITC Gate(Pkts): 0 ITC Gate(Pkts): 0
Flow Terminated(Bytes): 0 Flow Terminated(Bytes): 0
Flow Terminated(Pkts): 0 Flow Terminated(Pkts): 0
Subsession Terminated(Bytes): 0 Subsession Terminated(Bytes): 0
Subsession Terminated(Pkts): 0 Subsession Terminated(Pkts): 0
Call Terminated(Bytes): 0 Call Terminated(Bytes): 0
Call Terminated(Pkts): 0 Call Terminated(Pkts): 0

拡張 QCIのオプション
12

拡張 QCIのオプション
show apn statistics



DCCA Discard(Bytes): 0 DCCA Discard(Bytes): 0
DCCA Discard(Pkts): 0 DCCA Discard(Pkts): 0
No Rule Match(Bytes): 0 No Rule Match(Bytes): 0
No Rule Match(Pkts): 0 No Rule Match(Pkts): 0
ICAP(Bytes): 0 ICAP(Bytes): N/A
ICAP(Pkts): 0 ICAP(Pkts): N/A
SFW(Bytes): 0 SFW(Bytes): 0
SFW(Pkts): 0 SFW(Pkts): 0
Hierarchical ENF(Bytes): 0 Hierarchical ENF(Bytes): 0
Hierarchical ENF(Pkts): 0 Hierarchical ENF(Pkts): 0
Dynamic CA Gate(Bytes): 0 Dynamic CA Gate(Bytes): : 0
Dynamic CA Gate(Pkts): 0 Dynamic CA Gate(Pkts): 0
NAT64 Cancel(Bytes): 0 NAT64 Cancel(Bytes): 0
NAT64 Cancel(Pkts): 0 NAT64 Cancel(Pkts): 0
Bearer Not Found(Bytes): 0 Bearer Not Found(Bytes): 0
Bearer Not Found(Pkts): 0 Bearer Not Found(Pkts): 0

show apn statistics name apn_name qci allコマンドの出力が拡張され、次の新しい統計が表示
されるようになりました。

Data Statistics:

Uplink Bytes: 0 Downlink Bytes: 0
Uplink Pkts: 0 Downlink Pkts: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink Pkts dropped: 0 Downnlink Pkts dropped: 0

Uplink Dropped: Downlink Dropped:
MBR Exceeded(Bytes): 0 MBR Exceeded(Bytes): 0
MBR Exceeded(Pkts): 0 MBR Exceeded(Pkts): 0
AMBR Exceeded(Bytes): 0 AMBR Exceeded(Bytes): 0
AMBR Exceeded(Pkts): 0 AMBR Exceeded(Pkts): 0
Miscellaneous(Bytes): 0 Miscellaneous(Bytes): 0
Miscellaneous(Pkts): 0 Miscellaneous(Pkts): 0
Overcharge Prtctn(Bytes) 0 Overcharge Prtctn(Bytes): 0
Overcharge Prtctn(Pkts): 0 Overcharge Prtctn(Pkts): 0
SGW Restoration(Bytes): 0 SGW Restoration(Bytes): 0
SGW Restoration(Pkts): 0 SGW Restoration(Pkts): 0
SDF Gate(Bytes): 0 SDF Gate(Bytes): 0
SDF Gate(Pkts): 0 SDF Gate(Pkts): 0
ITC Gate(Bytes): 0 ITC Gate(Bytes): 0
ITC Gate(Pkts): 0 ITC Gate(Pkts): 0
Flow Terminated(Bytes): 0 Flow Terminated(Bytes): 0
Flow Terminated(Pkts): 0 Flow Terminated(Pkts): 0
Subsession Terminated(Bytes): 0 Subsession Terminated(Bytes): 0
Subsession Terminated(Pkts): 0 Subsession Terminated(Pkts): 0
Call Terminated(Bytes): 0 Call Terminated(Bytes): 0
Call Terminated(Pkts): 0 Call Terminated(Pkts): 0
DCCA Discard(Bytes): 0 DCCA Discard(Bytes): 0
DCCA Discard(Pkts): 0 DCCA Discard(Pkts): 0
No Rule Match(Bytes): 0 No Rule Match(Bytes): 0
No Rule Match(Pkts): 0 No Rule Match(Pkts): 0
ICAP(Bytes): 0 ICAP(Bytes): N/A
ICAP(Pkts): 0 ICAP(Pkts): N/A
SFW(Bytes): 0 SFW(Bytes): 0
SFW(Pkts): 0 SFW(Pkts): 0
Hierarchical ENF(Bytes): 0 Hierarchical ENF(Bytes): 0
Hierarchical ENF(Pkts): 0 Hierarchical ENF(Pkts): 0
Dynamic CA Gate(Bytes): 0 Dynamic CA Gate(Bytes): : 0
Dynamic CA Gate(Pkts): 0 Dynamic CA Gate(Pkts): 0
NAT64 Cancel(Bytes): 0 NAT64 Cancel(Bytes): 0
NAT64 Cancel(Pkts): 0 NAT64 Cancel(Pkts): 0
Bearer Not Found(Bytes): 0 Bearer Not Found(Bytes): 0
Bearer Not Found(Pkts): 0 Bearer Not Found(Pkts): 0
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4G Bearers Released By Reasons:

QCI1 QCI2 QCI3 QCI4 QCI5 QCI6 QCI7 QCI8 QCI9
Admin disconnect: 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Subscriber QoS Statistics:

QCI 1:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 0
Bearer Released: 0 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink Pkts forwarded: 0 Downlink Pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink Pkts dropped: 0 Downlink Pkts dropped: 0

Uplink Dropped: Downlink Dropped:
MBR Exceeded(Bytes): 0 MBR Exceeded(Bytes): 0
MBR Exceeded(Pkts): 0 MBR Exceeded(Pkts): 0
AMBR Exceeded(Bytes): 0 AMBR Exceeded(Bytes): 0
AMBR Exceeded(Pkts): 0 AMBR Exceeded(Pkts): 0
Miscellaneous(Bytes): 0 Miscellaneous(Bytes): 0
Miscellaneous(Pkts): 0 Miscellaneous(Pkts): 0
Overcharge Prtctn(Bytes) 0 Overcharge Prtctn(Bytes): 0
Overcharge Prtctn(Pkts): 0 Overcharge Prtctn(Pkts): 0
SGW Restoration(Bytes): 0 SGW Restoration(Bytes): 0
SGW Restoration(Pkts): 0 SGW Restoration(Pkts): 0
SDF Gate(Bytes): 0 SDF Gate(Bytes): 0
SDF Gate(Pkts): 0 SDF Gate(Pkts): 0
ITC Gate(Bytes): 0 ITC Gate(Bytes): 0
ITC Gate(Pkts): 0 ITC Gate(Pkts): 0
Flow Terminated(Bytes): 0 Flow Terminated(Bytes): 0
Flow Terminated(Pkts): 0 Flow Terminated(Pkts): 0
Subsession Terminated(Bytes): 0 Subsession Terminated(Bytes): 0
Subsession Terminated(Pkts): 0 Subsession Terminated(Pkts): 0
Call Terminated(Bytes): 0 Call Terminated(Bytes): 0
Call Terminated(Pkts): 0 Call Terminated(Pkts): 0
DCCA Discard(Bytes): 0 DCCA Discard(Bytes): 0
DCCA Discard(Pkts): 0 DCCA Discard(Pkts): 0
No Rule Match(Bytes): 0 No Rule Match(Bytes): 0
No Rule Match(Pkts): 0 No Rule Match(Pkts): 0
ICAP(Bytes): 0 ICAP(Bytes): N/A
ICAP(Pkts): 0 ICAP(Pkts): N/A
SFW(Bytes): 0 SFW(Bytes): 0
SFW(Pkts): 0 SFW(Pkts): 0
Hierarchical ENF(Bytes): 0 Hierarchical ENF(Bytes): 0
Hierarchical ENF(Pkts): 0 Hierarchical ENF(Pkts): 0
Dynamic CA Gate(Bytes): 0 Dynamic CA Gate(Bytes): : 0
Dynamic CA Gate(Pkts): 0 Dynamic CA Gate(Pkts): 0
NAT64 Cancel(Bytes): 0 NAT64 Cancel(Bytes): 0
NAT64 Cancel(Pkts): 0 NAT64 Cancel(Pkts): 0
Bearer Not Found(Bytes): 0 Bearer Not Found(Bytes): 0
Bearer Not Found(Pkts): 0 Bearer Not Found(Pkts): 0

.

.

.
QCI 9:

Bearer Active: 0 Bearer setup: 0
Bearer Released: 0 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0

拡張 QCIのオプション
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Uplink Pkts forwarded: 0 Downlink Pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink Pkts dropped: 0 Downlink Pkts dropped:

show configuration

このコマンドの出力が拡張され、統計プロファイルの設定が表示されるようになりました。

• stats-profile <stats_profile_name>

• qci <qci number> arp <arp number>

• packet-drop（packet-dropが有効になっている場合）

show stats-profile name

Execモードのこの新しいコマンドは、指定された統計プロファイルの設定内容を表示します。

•統計プロファイル名：<stats_profile_name>

• qci <qci number> arp <arp_number(s)>

• packet-drop <if packet drop is enabled>

QCI値と ARP値の両方に基づく DSCPマーキング

機能説明

P-GWでは、QoSクラス識別子（QCI）値に基づいて DSCPマーキングを実行できます。この
機能が拡張され、割り当ておよび保持プライオリティ（ARP）の優先順位レベル（PL）値（1
～ 15）が追加されました。これにより、QCI値が同じで ARP優先順位値が異なるベアラーに
異なる DSCP値を割り当てることができます。たとえば、QCI+ARPに基づいて DSCP値を割
り当てる機能を使用して、VoLTEを介した優先コールと緊急コールに関するコンプライアン
スを満たすことができます。

次のインターフェイスの P-GWに適用されます。

• S5

• S8

• SGi

• S2b

次のインターフェイスの S-GWに適用されます。

• S1-U

• S5

• S8

拡張 QCIのオプション
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• S11

• S4

他の機能との関係

ECSは、内部 IPヘッダーに DSCP値を入力します。これらの値は、sessmanager APIを使用し
て DSCPテーブルから取得されます。DSCP値が QCIと ARPの組み合わせで使用できるよう
になったため、APIは、QCIと ARPの両方を受け入れ、新しいデータ構造で ECSに DSCP値
を提供するラッパー APIに置き換えられます。

APIは、次のシナリオで正しい値を返します。

1. QCI-DSCPテーブルが設定されていないか、このセッションに関連付けられていません。

APIは、テーブルが見つからなかったという通知を ECSに返します。

2. テーブルは設定されていますが、指定された QCI値のエントリがテーブルに存在しませ
ん。

APIは構造に入力せず、構造は変更されずに同じ状態に保たれます。

3. 特定の QCIのエントリが存在しますが、特定の QCI-ARPペアでは使用できません。

特定の QCIのデフォルト DSCP値が応答の構造に入力されます。

4. 特定の QCIと ARPの組み合わせのエントリが存在します。

特定の QCIと ARPの組み合わせの DSCP値が応答の構造に入力されます。

SMから値を受信すると、ECSはこれらの値をキャッシュし、キャッシュされた値を使用して
以降のパケットをマークします。テーブルへの追加のルックアップは、現在キャッシュされて

いる QCI-ARP値と現在のパケットの QCI-ARP値の間に不一致がある場合にのみ実行されま
す。したがって、QCI-ARPテーブルでの変更は、QCIまたは ARPが変更された場合にのみ、
既存のフローの内部 DSCPマーキングの影響を受けます。

ライセンス

DSCPマーキング機能を使用するには、有効なライセンスキーがインストールされている必要
があります。ライセンスの入手方法の詳細については、シスコのアカウントまたはサポート担

当者にお問い合わせください。

機能の仕組み

同じ QCIを持ち異なる APR値を持つベアラーに異なる DSCP値を割り当てることができるよ
うに機能が拡張され、次のように機能します。

• QCI+ARPの組み合わせに基づくパケットの DSCPマーキングが許可されます。

• QCI+ARPの設定により、その QCI+ARPの組み合わせに対する DSCPエントリがすべて
オーバーライドされます。

拡張 QCIのオプション
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• QCIのみの DSCPエントリにより、既存の QCI+ARP設定がすべてオーバーライドされま
す。

•アップリンクおよびダウンリンク機能のための QCI+ARPに関連する DSCPマーキングの
適用も許可されます。

QCI値と ARP値の両方に基づく DSCPマーキングの設定
このセクションでは、QCI値と ARP値の両方に基づいて DSCPマーキングを設定する方法に
ついて説明します。

QCI-QoSマッピングの設定

QCIおよび ARP値を作成して、強制可能な Quality of Service（QoS）パラメータにマッピング
するには、次の例に示すコマンドを使用します。

configure
qci-qos-mapping name

qci num [ arp-priority-level arp_value ] [ downlink [ encaps-header
{ copy-inner | dscp-marking dscp-marking-value } ] [ internal-qos priority
priority ] [ user-datagram dscp-marking dscp-marking-value ] ] [ uplink [
downlink] [ encaps-header { copy-inner | dscp-marking dscp-marking-value

} ] [ internal-qos priority priority ] [ user-datagram dscp-marking
dscp-marking-value ] ]

end

注：

•有効なライセンスキーがインストールされていない場合、P-GWは非標準の QCI値をサ
ポートしません。

QCI値 1～ 9は、3GPP TS 23.203で定義されている標準値です。P-GWはこれらの標準値
をサポートします。また、QCI値 65、66、69、70は、StarOSリリース 21.0以降で使用で
きます。

3GPPリリース 8以降では、通信事業者固有/非標準の QCIがサポートされ、キャリアは
QCI 128- 254を定義できます。

• arp-priority-level arp_value：Address Retention Priority（ARP）の優先順位レベルを指定し
ます。

arp_valueは、1から 15までの整数値にする必要があります。

•上記の設定は、1つのキーワードの例のみを示しています。qciコマンドおよびサポート
されるその他のキーワードの詳細については、『CommandLine InterfaceReference』の「QCI
- QOS Mapping Configuration Mode Commands」[英語]の章を参照してください。

QCIおよび ARP値を無効にするには、次の例に示すコマンドを使用します。

configure
qci-qos-mapping name

拡張 QCIのオプション
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no qci num [ arp-priority-level arp_value ]
end

QCI-QoSマッピング設定の関連付け

次の例を使用して、P-GWサービスが既存のQCI-QoSマッピング設定に関連付けられることを
指定します。

configure
contextcontext_name

pgw-service pgw_service_name

associate qci-qos-mapping name

end

注：

• QCI-QoSマッピング設定は AAAコンテキストで作成されます。

次の例を使用して、S-GWサービスが既存のQCI-QoSマッピング設定に関連付けられることを
指定します。

configure
contextcontext_name

sgw-service sgw_service_name

associate qci-qos-mapping name

end

注：

• QCI-QoSマッピング設定は AAAコンテキストで作成されます。

GTP-Cの CS5マーキングの設定

制御パケットでDSCPをCS5より優先処理するとマーク付けするには、次の例に示すコマンド
を使用します。

configure
contextcontext_name

ggsn-service ggsn_service_name

ip qos-dscp gtpc cs5
end

注：

• GTP-Cパケットでは、クラスセレクタ 5 DSCPの優先順位を指定します。

設定の確認

設定を表示または確認するには、Execモードで次のコマンドを使用します。

show configuration

拡張 QCIのオプション
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QCI値と ARP値の両方に基づく DSCPマーキングのモニター

showコマンドの出力

ここでは、QCI値とARP値の両方に基づくDSCPマーキングをサポートするための showコマ
ンドとその出力について説明します。

show qci-qos-mapping table all

このコマンドの出力が拡張され、次の ARP値が表示されるようになりました。

• arp-priority-level

新しい標準 QCIのサポート
CDETS：CSCuy20910 -新しい標準 QCI（65、66、69、70）のサポート

該当する製品：P-GW、SAEGW、S-GW

機能説明

P-GW/SAEGW/S-GWは、新しい 3GPP定義の標準QCIをサポートするようになりました。QCI
65、66、69、70は、ミッションクリティカルおよびプッシュツートーク（MC/PTT）アプリ
ケーションをサポートするようになりました。これらの新しい標準QCIは、これまでサポート
されていた QCI 1～ 9、および通信事業者が定義する QCI 128～ 254に加えてサポートされま
す。

StarOSは PCRFから送信される QCI 10～ 127を引き続き拒否します。

ライセンス

新しい標準QCIサポートはライセンスで供与される機能です。ライセンスの詳細については、
シスコのアカウント担当者またはサポート担当者にお問い合わせください。

重要

機能の仕組み

3GPP仕様にはQCI 65とQCI 69のみが共存可能であると記載されていますが、PCRFに適用さ
れるため、この機能の StarOS実装における QCIには厳しい制限はありません。P-GWは、パ
ススルーノードとして機能し、異なるQCIの組み合わせが PCRFから要求された場合、QCI 65
と QCI 69を許可します。

標準QCI65、66、69、および70の存在がサポートされているため、この実装には、次のStarOS
インターフェイスを介したサポートも追加されています。

拡張 QCIのオプション
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• Gx：Gxは、デフォルトベアラーQoSとルール検証を処理し、新しいミッションクリティ
カル（MC）/プッシュツートーク（PTT）QCIを許可します。MC/PTTビットが PCRFと
ネゴシエートされない場合、PCEFは、ベアラーの作成を拒否するか、コールセットアッ
プを拒否します。

• sessmgr：P-GW sessmgrは、QoSの更新と変更を処理するようになりました。P-GWは、
新しい標準 QCIに対するすべての UE開始 BRC作成を拒否します。

• ECS：ECSは、PCRFから新しい標準QCIを受信した場合はそれらを受け入れ、ライセン
スが設定されていないか 3Gで同じものを受信した場合はそれらを拒否します。ECSは、
この QoS変更でデフォルトのベアラーを更新したり、新しい標準 QCIの専用ベアラーを
作成することができます。

ハンドオフ動作

Gn/Gpハンドオフの場合、CLIによるローカルマッピングがサポートされており、それによっ
て P-GW/SAEGW/S-GWがMMEから SGSNへのコンテキスト転送と同期化されます。次のシ
ナリオがサポートされています。

ローカルQoSマッピングが存在しない：新しいQCIのローカルマッピングが存在しない場合、
4Gから 3Gへのコールハンドオフは拒否されます。

ローカル QoSマッピングが存在する：ローカルマッピングが存在する場合、次の 3つのシナ
リオがサポートされます。

•同期していないMME-SGSNとPCRFのローカルマッピングが存在する：ローカルマッピ
ングが存在する場合は、P-GWのQoSマッピングがMMEから SGSNへのマッピングと同
期していると見なされます。Gn/Gpハンドオフ中に転送された PDPの 1つの QoSマッピ
ングがMME-SGSNマッピングと同期していない場合でも、P-GW/SAW/S-GWは、ローカ
ルマッピングが存在する状態でハンドオフを続行します。ただし、ハンドオフ時に PCRF
応答を待機している間に生成されたCDRは、ハンドオフ後に受信したCDRと同期しませ
ん。

•同期しているMME-SGSNと PCRFのマッピングが存在する：ローカルマッピングが
MME-SGSNと同期している場合、ハンドオフ後に生成されたCDRに違いはありません。

•部分的なマッピングが存在する：部分的なマッピングは、一部のMC/PTTQCIにマッピン
グがあり、残りのMC/PTTQCIにマッピングがない場合に発生します。この場合、コール
はドロップされます。

想定されるコールフロー出力

ここでは、新しい標準 QCIサポート機能を使用するさまざまな新しいシナリオで想定される
コールフロー出力の詳細について説明します。

•新しいコールプロシージャ

•ハンドオフプロシージャ

• UE開始ベアラー作成

拡張 QCIのオプション
20

拡張 QCIのオプション

想定されるコールフロー出力



•ベアラーの作成

•ベアラーの更新

ここでは、新しい動作を説明するとともに、この機能での動作を詳細に説明します。説明のな

い動作は、標準 QCIの場合と同じです。

新しいコールプロシージャ

ここでは、新しい標準QCIサポート機能を使用するさまざまな新しいコールプロシージャシナ
リオで想定されるコールフロー出力の詳細について説明します。

表 1 :想定されるコールフロー出力：新しいコールプロシージャ

予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

アプリケー

ションに

よって拒否

されたコー

ル

該当な

し

該当なしMC/PTT
標準 QCI

有効標準 QCIPDP作成要求該当なし該当なし3Gの設
定

（GGSN）

このルール

で受け入れ

および作成

されたコー

ル

該当な

し

該当なしMC/PTT
標準 QCI

有効標準 QCIPBU該当なし該当なしeHRPD
の設定

このルール

で受け入れ

および作成

されたコー

ル

該当な

し

該当なしMC/PTT
標準 QCI

有効標準 QCIセッション作

成要求

該当なし該当なし4Gの設
定

（RAT：
S4-SGSN）

ハンドオフプロシージャ

ここでは、新しい標準 QCIサポート機能を使用するさまざまなハンドオフプロシージャシナ
リオで想定されるコールフロー出力の詳細について説明します。

拡張 QCIのオプション
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表 2 :想定されるコールフロー出力：ハンドオフプロシージャ

予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

ハンド

オフが

承認さ

れ、ダ

ウン

ロード

された
MC/PTT
標準

QCIが
適用さ

れる

該当なしMC/PTT：
デフォル

トベア

ラーで標

準 QCIを
受信

該当な

し

イネーブルMC/PTT QCIセッショ

ン作成要

求

MC/PTT
QCIが設定
された既存

のコールを
MC/PTT
QCIにハン
ドオフする

よう要求さ

れた

Wi-Fiに
存在す

るデ

フォル

トベア

ラー

拡張 QCIのオプション
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予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

ハンドオフ

が拒否さ

れ、コール

ドロップが

開始される

該当な

し

MC/PTT
QCIの部
分的に

マッピン

グされた

標準 QCI
を受信。

一部の

PDPベア
ラーで

マッピン

グが受信

されな

い。

該当なしイネー

ブル

MC/PTT QCI
を標準 QCI
にするための

部分的なマッ

ピングを

PCRFから受
信

PDP更新要求MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れ、一部

のMC/PTT
QCIベア
ラーで

マッピン

グが受信

されない

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中

（ローカル

マッピング

あり）

GnGpの
ハンド

オフ

（4G
（LTE）
から 3G
（GGSN）
へ）

ハンドオフ

が拒否さ

れ、コール

ドロップが

開始される

該当な

し

マッピン

グが受信

されない

該当なしイネー

ブル

MC/PTT QCI
を標準 QCI
にするための

部分的なマッ

ピングを

PCRFから受
信しない

PDP更新要求MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れ、一部

のMC/PTT
QCIベア
ラーで

マッピン

グが受信

されない

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中

（ローカル

マッピング

あり）

MC/PTTQCI
マッピング

ルールに関

連付けられ

た専用ベア

ラーが消去

され、ハン

ドオフが許

可される

該当な

し

標準 QCI
専用ベア

ラーで
MC/PTT
更新ルー

ルを受信

該当なしイネー

ブル

該当なしPDP更新要求

拡張 QCIのオプション
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予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中

（ローカル

マッピング

なし）

標準プラ

イマリ

PDPと
MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた

ハンドオフ

が拒否さ

れ、コール

ドロップが

開始される

（ハンドオ

フのために

CCA-Uを開
始する前に

ドロップさ

れる）

該当な

し

該当なし該当なしイネー

ブル

該当なしPDP更新要求MC/PTTプ
ライマリ

PDPが設
定された

既存の

コール

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中

（ローカル

マッピング

なし）

ハンドオフ

が拒否さ

れ、コール

ドロップが

開始される

該当な

し

PCRFか
ら応答な

し/CCA-U
はタイム

アウト

該当なしイネー

ブル

PCRFはタイ
ムアウトし、

応答を受信し

ない

PDP更新要求MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中

（ローカル

マッピング

あり）

ハンドオフ

が承認され

る

該当な

し

PCRFか
らすべて

のマッピ

ングを受

信

該当なしイネー

ブル

PDP更新要求

拡張 QCIのオプション
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予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中。

BCMモー
ドが混合し

ている。

（ローカル

マッピング

が存在し、

HO中に
UPCで取
得される

QCI値と同
じ）

MC/PTT QCI
を標準 QCI
にするための

マッピングを

PCRFから受
信

MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた

ハンドオフ

が拒否さ

れ、コール

ドロップが

開始される

該当な

し

該当なし該当なしイネー

ブル

該当なしPDP更新要求MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中。

BCMモー
ドが混合し

ている。

（ローカル

マッピング

が存在し、

HO中に
UPCで取
得される

QCI値と異
なる）

ハンドオフ

が承認され

る

該当な

し

該当なしイネー

ブル

PDP更新要求

拡張 QCIのオプション
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予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中。

BCMモー
ドは UEの
み。

（ローカル

マッピング

が存在し、

HO中に
UPCで取
得される

QCI値と同
じ）

PCRFか
らすべて

のマッピ

ングを受

信

MC/PTT QCI
を標準 QCI
にするための

マッピングを

PCRFから受
信

MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた

ハンドオフ

が承認され

る

該当な

し

PCRFか
らすべて

のマッピ

ングを受

信

該当なしイネー

ブル

MC/PTT QCI
を標準 QCI
にするための

マッピングを

PCRFから受
信

PDP更新要求MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中。

BCMモー
ドは UEの
み。

（ローカル

マッピング

が存在し、

HO中に
UPCで取
得される

QCI値と異
なる）

該当な

し

該当なし該当なしイネー

ブル

該当なしPDP更新要求

拡張 QCIのオプション
26

拡張 QCIのオプション

ハンドオフプロシージャ



予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答保

留中

（ローカル

マッピング

あり/な
し）

ハンドオフ

が拒否さ

れ、コール

ドロップが

開始される

MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れた。ま

た、
suppress-
NRUPC
UPCが
GGSN
サービス

レベルで

設定され

ている。

ハンドオフ

が承認され

る

該当な

し

MC/PTT
QCIです
べて標準

QCIに
マッピン

グされる

該当なしイネー

ブル

MC/PTT QCI
から標準QCI
への完全な

マッピングを

PCRFから受
信（ローカル

MC/PTTから
標準 QCIへ
のマッピング

と同じ）

PDP更新要求MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れ、すべ

ての
MC/PTT
QCIベア
ラーで

マッピン

グを受信

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答を

送信

（ローカル

マッピング

あり）

該当な

し

MC/PTT
QCIです
べて標準

QCIに
マッピン

グされる

該当なしイネー

ブル

PDP更新要求

拡張 QCIのオプション
27

拡張 QCIのオプション

ハンドオフプロシージャ



予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

ハンドオフ

が承認さ

れ、すべて

のベアラー

で PDP更新
応答が送信

される

MC/PTT QCI
から標準QCI
への完全な

マッピングを

PCRFから受
信（ローカル

MC/PTTから
標準 QCIへ
のマッピング

と異なる）

MC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コールを

標準 QCI
にするよ

う要求さ

れ、すべ

ての
MC/PTT
QCIベア
ラーで

マッピン

グを受信

プライマリ

PDPで
PDP更新要
求を受信

し、応答を

送信

（ローカル

マッピング

あり）

ハンドオフ

が受信さ

れ、受信し

たMC/PTT
標準 QCIで
専用ベア

ラーが作成

される。

該当な

し

ルールで
MC/PTT
標準 QCI
を受信

該当なしイネー

ブル

MC/PTT QCIセッション作

成要求

コールに 1
つのベア

ラーのみ

が存在

ho_ind = 1
でセッショ

ン作成要求

を受信

eHRPD
-> LTE

ハンドオフ

が承認され

て、PBAが
送信される

と、専用ベ

アラールー

ルがシング

ルベアラー

の下に追加

されます

該当な

し

該当なし該当なしイネー

ブル

該当なしPBUMC/PTT
QCIが設
定された

既存の

コール

LTE用に存
在するデ

フォルト +
専用ベア

ラー

LTE ->
eHRPD

UE開始ベアラー作成

このセクションでは、新しい標準QCIサポート機能を使用したさまざまなUE開始ベアラー作
成シナリオで予想されるコールフロー出力に関する詳細情報を提供します。

拡張 QCIのオプション
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表 3 :予想されるコールフロー出力：UE開始ベアラー作成

予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

アプリケー

ションによ

りBRCを拒
否

該当な

し

該当なし該当なし該当な

し

MC/PTT標準
QCI

ベアラーリ

ソースコマン

ド

該当なしLTE用に
存在する

デフォル

トのベア

ラー

LTE UE
開始ベ

アラー

BRCを拒否/
リソース割

り当ての失

敗により

ルールを拒

否

該当な

し

MC/PTT
標準専用
QCI

該当なし無効標準 QCIベアラーリ

ソースコマン

ド

該当なしLTE用に
存在する

デフォル

トのベア

ラー

BRCを拒
否/MC/PTT
標準 QCIで
CBReqを開
始

該当な

し

MC/PTT
標準専用
QCI

該当なしイネー

ブル

標準 QCIベアラーリ

ソースコマン

ド

該当なしLTE用に
存在する

デフォル

トのベア

ラー

ベアラーの作成

ここでは、新しい標準QCIサポート機能を使用するベアラー作成シナリオで想定されるコール
フロー出力の詳細について説明します。

表 4 :予想されるコールフロー出力：ベアラー作成

予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

PCRFに送
信されるセ

カンダリ

PDPに関す
る CCR-Iリ
ソース割り

当てに失敗

MC/PTT
標準

QCIで
受信さ

れる

ルール

該当なし該当なしイネー

ブル

該当なしRARプロシー
ジャ

MC/PTT標
準QCIで要
求される新

しいセカン

ダリ PDP

プライマ

リ PDPが
GGSN用に
存在

GGSN
セカン

ダリ

PDPの
作成

拡張 QCIのオプション
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ベアラーの更新

ここでは、新しい標準QCIサポート機能を使用するベアラー更新シナリオで想定されるコール
フロー出力の詳細について説明します。

表 5 :想定されるコールフロー出力：ベアラー更新

予想される

動作

Gxインターフェイス（受信し
た、再マッピングされた QCI
タイプ）

PGWラ
イセン

ス

QCIタイプの
要求

メッセージタ

イプ

コール QCI
の変更

事前条件手順

（3G/4G/S2b/S2a）

RARCCA-UCCA-I

プライマリ

PDP QoS変
更が拒否さ

れたため
CCR-I QoS
変更失敗

プライ

マリ

PDPの
MC/PTT
標準

QCIを
受信

該当なし該当なしイネー

ブル

MC/PTT標準
QCI

RARプロシー
ジャ

標準QCIの
既存のコー

ルを

MC/PTT標
準QCIに変
更するよう

要求

プライマ

リ PDPが
GGSN用に
存在

GGSN
プライ

マリ
PDPQoS
の変更

セカンダリ

PDPの QoS
変更が送信

されたため

CCR-Iリ
ソース割り

当てに失敗

セカン

ダリ

PDPの
MC/PTT
標準

QCIと
ルール

を受信

該当なし該当なしイネー

ブル

MC/PTT標準
QCI

RARプロシー
ジャ

標準QCIの
既存のコー

ルをセカン

ダリPDP用
のMC/PTT
標準QCIに
変更するよ

う要求

プライマ

リ PDPと
セカンダ

リ PDPが
GGSN用に
存在

GGSN
セカン

ダリ

PDPの
QoS変
更

新しい標準 QCIの設定
新しい標準 QCIの設定は、次のタスクで構成されています。

• QCI-QoSマッピングの設定

• Gn/Gpサポートのためのローカルマッピングの設定

•ネットワーク開始型セットアップ/ティアダウンイベントのトランザクションレートの設
定

•ミッションクリティカルな QCIの有効化

QCI-QoSマッピングの設定

標準QCIオプション 65、66、69、および 70が、QCI-QoSマッピングコンフィギュレーション

モードの qciコマンドに追加されました。
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新しい標準 QCIの QCI-QoSマッピングを構成するには、次の手順を実行します。

configure
qci-qos-mapping qci_qos_map_name

qci { 1-9 | 65 | 66 | 69 | 70 }
end

新しい標準 QCIの新しい QCI-QoSマッピングを無効にするには、次の手順を実行します。

configure
qci-qos-mapping qci_qos_map_name

no qci { 1-9 | 65 | 66 | 69 | 70 }
end

注：

• qciオプション 65と 66は、保証ビットレート（GBR）ネットワークで開始される QCI値
にのみ使用できます。

qciオプション 69および 70は、GBR以外のネットワークで開始されるQCI値でのみ使用
できます。

• noは、指定された標準 qci値を無効にします。

Gn/Gp QoSサポートのためのローカル QCIマッピングの設定

Gnおよび Gpサポートのためのローカル QCIマッピングを設定するには、次の例を使用しま
す。

configure
qci-qos-mapping mapping_name

qci { 1-9 | 65 | 66 | 69 | 70 } pre-rel8-qos-mapping qci_value

end

注：

• qci：MPSライセンスが無効になっている場合、この値は 1～ 9の標準 QoSクラス識別子
（QCI）である必要があります。MPSライセンスが有効になっている場合、この値は 1〜
9の標準 QCI、または 65、66、69、70である必要があります。

• qci 65と 66はミッションクリティカルまたはプッシュトゥトーク（MC/PTT）GBRの値で
あり、値 69と 70はMC/PTT非 GBRの値です。

• qci値 65および 66は QCI値 1〜 4にのみマッピングでき、QCI値 69および 70は QCI値
5〜 9にのみマッピングできます。

ネットワーク開始型セットアップ/ティアダウンイベントのトランザクションレートの設
定

新しい標準 QCI値の、ネットワーク開始型セットアップ/ティアダウンイベントのトランザク
ションレートを設定するには、次の手順を実行します。
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configure
transaction-rate nw-initiated-setup-teardown-events qci { 1-9 | 65

| 66 | 69 | 70 | 128-254 }
end

新しい標準 QCI値の、ネットワーク開始型セットアップ/ティアダウンイベントのトランザク
ションレートを無効にするには、次の手順を実行します。

configure
no transaction-rate nw-initiated-setup-teardown-events qci qci_value

end

注：

• 65と 66は、GBRのネットワーク開始型 QCIの値で使用できるオプションです。

• 69と 70は、GBR以外のネットワーク開始型 QCIの値で使用できるオプションです。

• noは、指定された新しい標準 QCI値の、ネットワーク開始型セットアップ/ティアダウン
イベントのトランザクションレートを無効にします。

ミッションクリティカルな QCIの有効化

新しい標準 QCIサポートを PCEFと PCRF間でサポートするには、diameter
encode-supported-featuresコマンドに mission-critical-qcisキーワードが必要です。ポリシー制
御コンフィギュレーションモードでミッションクリティカルな QCIを有効にするには、次の
例を使用します。

configure
context context_name

ims-auth-service ims-ggsn-auth
policy-control

diameter encode-supported-features mission-critical-qcis
end

この機能を無効にするには、次のコマンドを入力します。

configure
context context_name

ims-auth-service ims-ggsn-auth
policy-control

no diameter encode-supported-features
end

注：

mission-critical-qcisオプションを設定するには、LTEワイヤレス優先機能セットを有効にする
必要があります。LTEワイヤレス優先機能セットは、ライセンス制御された機能です。ライセ
ンスの詳細については、シスコのアカウント担当者またはサポート担当者にお問い合わせくだ

さい。

重要
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設定の確認

新しい標準 QCI設定を確認するには、次の例を使用します。

show qci-qos-mapping table name qci_qos_mapping_table_name

注：

•コマンド出力には、新しい標準 QCI番号を含む、すべての QCI-QoSマッピング属性が表
示されます。属性のいずれかが正しくない場合は、この章の設定手順を繰り返して設定を

修正してください。

機能の監視

この項では、新しい標準 QCIのサポート機能をモニターする方法について説明します。

バルク統計

ここでは、新しい標準QCI機能をサポートするために追加されたバルク統計のリストを示しま
す。

APNスキーマ

新しい標準 QCI機能をサポートするために、次のバルク統計が S-GWスキーマに追加されま
した。

qci65-actbear
qci65-setupbear
qci65-relbear
qci65-uplinkpkt-fwd
qci65-dwlinkpkt-fwd
qci65-uplinkbyte-fwd
qci65-dwlinkbyte-fwd
qci65-uplinkpkt-drop
qci65-dwlinkpkt-drop
qci65-uplinkbyte-drop
qci65-dwlinkbyte-drop
qci65-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci65-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci65-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci65-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci65-rejbearer
qci66-actbear
qci66-setupbear
qci66-relbear
qci66-uplinkpkt-fwd
qci66-dwlinkpkt-fwd
qci66-uplinkbyte-fwd
qci66-dwlinkbyte-fwd
qci66-uplinkpkt-drop
qci66-dwlinkpkt-drop
qci66-uplinkbyte-drop
qci66-dwlinkbyte-drop
qci66-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci66-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci66-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci66-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
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qci66-rejbearer
qci69-actbear
qci69-setupbear
qci69-relbear
qci69-uplinkpkt-fwd
qci69-dwlinkpkt-fwd
qci69-uplinkbyte-fwd
qci69-dwlinkbyte-fwd
qci69-uplinkpkt-drop
qci69-dwlinkpkt-drop
qci69-uplinkbyte-drop
qci69-dwlinkbyte-drop
qci69-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci69-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci69-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci69-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci69-rejbearer
qci70-actbear
qci70-setupbear
qci70-relbear
qci70-uplinkpkt-fwd
qci70-dwlinkpkt-fwd
qci70-uplinkbyte-fwd
qci70-dwlinkbyte-fwd
qci70-uplinkpkt-drop
qci70-dwlinkpkt-drop
qci70-uplinkbyte-drop
qci70-dwlinkbyte-drop
qci70-uplinkpkt-drop-mbrexcd
qci70-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
qci70-uplinkbyte-drop-mbrexcd
qci70-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
qci70-rejbearer
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci65
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci66
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci69
sessstat-bearrel-ded-admin-clear-qci70

GTPUスキーマ

新しい標準 QCI機能をサポートするために、次のバルク統計が GTPUスキーマに追加されま
した。

qci65-uplink-pkts
qci65-uplink-bytes
qci65-dwlink-pkts
qci65-dwlink-byte
qci65-pkts-discard
qci65-bytes-discard
qci66-uplink-pkts
qci66-uplink-bytes
qci66-dwlink-pkts
qci66-dwlink-byte
qci66-pkts-discard
qci66-bytes-discard
qci69-uplink-pkts
qci69-uplink-bytes
qci69-dwlink-pkts
qci69-dwlink-byte
qci69-pkts-discard
qci69-bytes-discard
qci70-uplink-pkts
qci70-uplink-bytes
qci70-dwlink-pkts
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qci70-dwlink-byte
qci70-pkts-discard
qci70-bytes-discard

P-GWスキーマ

新しい標準QCI機能をサポートするために、P-GWスキーマに次のバルク統計が追加されまし
た。

subqosstat-bearact-qci65
subqosstat-bearact-qci66
subqosstat-bearact-qci69
subqosstat-bearact-qci70
subqosstat-bearsetup-qci65
subqosstat-bearsetup-qci66
subqosstat-bearsetup-qci69
subqosstat-bearsetup-qci70
subqosstat-bearrel-qci65
subqosstat-bearrel-qci66
subqosstat-bearrel-qci69
subqosstat-bearrel-qci70
subdatastat-uppktfwd-qci65
subdatastat-uppktfwd-qci66
subdatastat-uppktfwd-qci69
subdatastat-uppktfwd-qci70
subdatastat-upbytefwd-qci65
subdatastat-upbytefwd-qci66
subdatastat-upbytefwd-qci69
subdatastat-upbytefwd-qci70
subdatastat-downpktfwd-qci65
subdatastat-downpktfwd-qci66
subdatastat-downpktfwd-qci69
subdatastat-downpktfwd-qci70
subdatastat-downbytefwd-qci65
subdatastat-downbytefwd-qci66
subdatastat-downbytefwd-qci69
subdatastat-downbytefwd-qci70
subdatastat-uppktdrop-qci65
subdatastat-uppktdrop-qci66
subdatastat-uppktdrop-qci69
subdatastat-uppktdrop-qci70
subdatastat-upbytedrop-qci65
subdatastat-upbytedrop-qci66
subdatastat-upbytedrop-qci69
subdatastat-upbytedrop-qci70
subdatastat-downpktdrop-qci65
subdatastat-downpktdrop-qci66
subdatastat-downpktdrop-qci69
subdatastat-downpktdrop-qci70
subdatastat-downbytedrop-qci65
subdatastat-downbytedrop-qci66
subdatastat-downbytedrop-qci69
subdatastat-downbytedrop-qci70
subdatastat-uppktdropmbrexc-qci65
subdatastat-uppktdropmbrexc-qci66
subdatastat-uppktdropmbrexc-qci69
subdatastat-uppktdropmbrexc-qci70
subdatastat-upbytedropmbrexc-qci65
subdatastat-upbytedropmbrexc-qci66
subdatastat-upbytedropmbrexc-qci69
subdatastat-upbytedropmbrexc-qci70
subdatastat-downpktdropmbrexc-qci65
subdatastat-downpktdropmbrexc-qci66
subdatastat-downpktdropmbrexc-qci69
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subdatastat-downpktdropmbrexc-qci70
subdatastat-downbytedropmbrexc-qci65
subdatastat-downbytedropmbrexc-qci66
subdatastat-downbytedropmbrexc-qci69
subdatastat-downbytedropmbrexc-qci70

SAEGWスキーマ

新しい標準QCI機能をサポートするために、SAEGWスキーマに次のバルク統計が追加されま
した。

sgw-totepsbearact-qci65
sgw-totepsbearact-qci66
sgw-totepsbearact-qci69
sgw-totepsbearact-qci70
sgw-totepsbearset-qci65
sgw-totepsbearset-qci66
sgw-totepsbearset-qci69
sgw-totepsbearset-qci70
sgw-totepsbearrel-qci65
sgw-totepsbearrel-qci66
sgw-totepsbearrel-qci69
sgw-totepsbearrel-qci70
sgw-totepsbearmod-qci65
sgw-totepsbearmod-qci66
sgw-totepsbearmod-qci69
sgw-totepsbearmod-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-local-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-local-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-local-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-local-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci65
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sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci70
sgw-totepsbearrel-dedrsn-other-qci65
sgw-totepsbearrel-dedrsn-other-qci66
sgw-totepsbearrel-dedrsn-other-qci69
sgw-totepsbearrel-dedrsn-other-qci70
sgw-datastat-ul-qci65totbyte
sgw-datastat-ul-qci65totpkt
sgw-datastat-ul-qci66totbyte
sgw-datastat-ul-qci66totpkt
sgw-datastat-ul-qci69totbyte
sgw-datastat-ul-qci69totpkt
sgw-datastat-ul-qci70totbyte
sgw-datastat-ul-qci70totpkt
sgw-datastat-ul-dropstat-qci65totbyte
sgw-datastat-ul-dropstat-qci65totpkt
sgw-datastat-ul-dropstat-qci66totbyte
sgw-datastat-ul-dropstat-qci66totpkt
sgw-datastat-ul-dropstat-qci69totbyte
sgw-datastat-ul-dropstat-qci69totpkt
sgw-datastat-ul-dropstat-qci70totbyte
sgw-datastat-ul-dropstat-qci70totpkt
sgw-datastat-dl-qci65totbyte
sgw-datastat-dl-qci65totpkt
sgw-datastat-dl-qci66totbyte
sgw-datastat-dl-qci66totpkt
sgw-datastat-dl-qci69totbyte
sgw-datastat-dl-qci69totpkt
sgw-datastat-dl-qci70totbyte
sgw-datastat-dl-qci70totpkt
sgw-datastat-dl-dropstat-qci65totbyte
sgw-datastat-dl-dropstat-qci65totpkt
sgw-datastat-dl-dropstat-qci66totbyte
sgw-datastat-dl-dropstat-qci66totpkt
sgw-datastat-dl-dropstat-qci69totbyte
sgw-datastat-dl-dropstat-qci69totpkt
sgw-datastat-dl-dropstat-qci70totbyte
sgw-datastat-dl-dropstat-qci70totpkt
sgw-s1u-ul-qci65totbyte
sgw-s1u-ul-qci65totpkt
sgw-s1u-ul-qci66totbyte
sgw-s1u-ul-qci66totpkt
sgw-s1u-ul-qci69totbyte
sgw-s1u-ul-qci69totpkt
sgw-s1u-ul-qci70totbyte
sgw-s1u-ul-qci70totpkt
sgw-s1u-ul-drop-qci65totbyte
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sgw-s1u-ul-drop-qci65totpkt
sgw-s1u-ul-drop-qci66totbyte
sgw-s1u-ul-drop-qci66totpkt
sgw-s1u-ul-drop-qci69totbyte
sgw-s1u-ul-drop-qci69totpkt
sgw-s1u-ul-drop-qci70totbyte
sgw-s1u-ul-drop-qci70totpkt
sgw-s1u-dl-qci65totbyte
sgw-s1u-dl-qci65totpkt
sgw-s1u-dl-qci66totbyte
sgw-s1u-dl-qci66totpkt
sgw-s1u-dl-qci69totbyte
sgw-s1u-dl-qci69totpkt
sgw-s1u-dl-qci70totbyte
sgw-s1u-dl-qci70totpkt
sgw-s1u-dl-drop-qci65totbyte
sgw-s1u-dl-drop-qci65totpkt
sgw-s1u-dl-drop-qci66totbyte
sgw-s1u-dl-drop-qci66totpkt
sgw-s1u-dl-drop-qci69totbyte
sgw-s1u-dl-drop-qci69totpkt
sgw-s1u-dl-drop-qci70totbyte
sgw-s1u-dl-drop-qci70totpkt
sgw-s4u-ul-qci65totbyte
sgw-s4u-ul-qci65totpkt
sgw-s4u-ul-qci66totbyte
sgw-s4u-ul-qci66totpkt
sgw-s4u-ul-qci69totbyte
sgw-s4u-ul-qci69totpkt
sgw-s4u-ul-qci70totbyte
sgw-s4u-ul-qci70totpkt
sgw-s4u-ul-drop-qci65totbyte
sgw-s4u-ul-drop-qci65totpkt
sgw-s4u-ul-drop-qci66totbyte
sgw-s4u-ul-drop-qci66totpkt
sgw-s4u-ul-drop-qci69totbyte
sgw-s4u-ul-drop-qci69totpkt
sgw-s4u-ul-drop-qci70totbyte
sgw-s4u-ul-drop-qci70totpkt
sgw-s4u-dl-qci65totbyte
sgw-s4u-dl-qci65totpkt
sgw-s4u-dl-qci66totbyte
sgw-s4u-dl-qci66totpkt
sgw-s4u-dl-qci69totbyte
sgw-s4u-dl-qci69totpkt
sgw-s4u-dl-qci70totbyte
sgw-s4u-dl-qci70totpkt
sgw-s4u-dl-drop-qci65totbyte
sgw-s4u-dl-drop-qci65totpkt
sgw-s4u-dl-drop-qci66totbyte
sgw-s4u-dl-drop-qci66totpkt
sgw-s4u-dl-drop-qci69totbyte
sgw-s4u-dl-drop-qci69totpkt
sgw-s4u-dl-drop-qci70totbyte
sgw-s4u-dl-drop-qci70totpkt
sgw-s12-ul-qci65totbyte
sgw-s12-ul-qci65totpkt
sgw-s12-ul-qci66totbyte
sgw-s12-ul-qci66totpkt
sgw-s12-ul-qci69totbyte
sgw-s12-ul-qci69totpkt
sgw-s12-ul-qci70totbyte
sgw-s12-ul-qci70totpkt
sgw-s12-ul-drop-qci65totbyte
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sgw-s12-ul-drop-qci65totpkt
sgw-s12-ul-drop-qci66totbyte
sgw-s12-ul-drop-qci66totpkt
sgw-s12-ul-drop-qci69totbyte
sgw-s12-ul-drop-qci69totpkt
sgw-s12-ul-drop-qci70totbyte
sgw-s12-ul-drop-qci70totpkt
sgw-s12-dl-qci65totbyte
sgw-s12-dl-qci65totpkt
sgw-s12-dl-qci66totbyte
sgw-s12-dl-qci66totpkt
sgw-s12-dl-qci69totbyte
sgw-s12-dl-qci69totpkt
sgw-s12-dl-qci70totbyte
sgw-s12-dl-qci70totpkt
sgw-s12-dl-drop-qci65totbyte
sgw-s12-dl-drop-qci65totpkt
sgw-s12-dl-drop-qci66totbyte
sgw-s12-dl-drop-qci66totpkt
sgw-s12-dl-drop-qci69totbyte
sgw-s12-dl-drop-qci69totpkt
sgw-s12-dl-drop-qci70totbyte
sgw-s12-dl-drop-qci70totpkt
sgw-s5-ul-qci65totbyte
sgw-s5-ul-qci65totpkt
sgw-s5-ul-qci66totbyte
sgw-s5-ul-qci66totpkt
sgw-s5-ul-qci69totbyte
sgw-s5-ul-qci69totpkt
sgw-s5-ul-qci70totbyte
sgw-s5-ul-qci70totpkt
sgw-s5-ul-drop-qci65totbyte
sgw-s5-ul-drop-qci65totpkt
sgw-s5-ul-drop-qci66totbyte
sgw-s5-ul-drop-qci66totpkt
sgw-s5-ul-drop-qci69totbyte
sgw-s5-ul-drop-qci69totpkt
sgw-s5-ul-drop-qci70totbyte
sgw-s5-ul-drop-qci70totpkt
sgw-s5-dl-qci65totbyte
sgw-s5-dl-qci65totpkt
sgw-s5-dl-qci66totbyte
sgw-s5-dl-qci66totpkt
sgw-s5-dl-qci69totbyte
sgw-s5-dl-qci69totpkt
sgw-s5-dl-qci70totbyte
sgw-s5-dl-qci70totpkt
sgw-s5-dl-drop-qci65totbyte
sgw-s5-dl-drop-qci65totpkt
sgw-s5-dl-drop-qci66totbyte
sgw-s5-dl-drop-qci66totpkt
sgw-s5-dl-drop-qci69totbyte
sgw-s5-dl-drop-qci69totpkt
sgw-s5-dl-drop-qci70totbyte
sgw-s5-dl-drop-qci70totpkt
sgw-s8-ul-qci65totbyte
sgw-s8-ul-qci65totpkt
sgw-s8-ul-qci66totbyte
sgw-s8-ul-qci66totpkt
sgw-s8-ul-qci69totbyte
sgw-s8-ul-qci69totpkt
sgw-s8-ul-qci70totbyte
sgw-s8-ul-qci70totpkt
sgw-s8-ul-drop-qci65totbyte
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sgw-s8-ul-drop-qci65totpkt
sgw-s8-ul-drop-qci66totbyte
sgw-s8-ul-drop-qci66totpkt
sgw-s8-ul-drop-qci69totbyte
sgw-s8-ul-drop-qci69totpkt
sgw-s8-ul-drop-qci70totbyte
sgw-s8-ul-drop-qci70totpkt
sgw-s8-dl-qci65totbyte
sgw-s8-dl-qci65totpkt
sgw-s8-dl-qci66totbyte
sgw-s8-dl-qci66totpkt
sgw-s8-dl-qci69totbyte
sgw-s8-dl-qci69totpkt
sgw-s8-dl-qci70totbyte
sgw-s8-dl-qci70totpkt
sgw-s8-dl-drop-qci65totbyte
sgw-s8-dl-drop-qci65totpkt
sgw-s8-dl-drop-qci66totbyte
sgw-s8-dl-drop-qci66totpkt
sgw-s8-dl-drop-qci69totbyte
sgw-s8-dl-drop-qci69totpkt
sgw-s8-dl-drop-qci70totbyte
sgw-s8-dl-drop-qci70totpkt
sgw-s5s8-ul-qci65totbyte
sgw-s5s8-ul-qci65totpkt
sgw-s5s8-ul-qci66totbyte
sgw-s5s8-ul-qci66totpkt
sgw-s5s8-ul-qci69totbyte
sgw-s5s8-ul-qci69totpkt
sgw-s5s8-ul-qci70totbyte
sgw-s5s8-ul-qci70totpkt
sgw-s5s8-ul-drop-qci65totbyte
sgw-s5s8-ul-drop-qci65totpkt
sgw-s5s8-ul-drop-qci66totbyte
sgw-s5s8-ul-drop-qci66totpkt
sgw-s5s8-ul-drop-qci69totbyte
sgw-s5s8-ul-drop-qci69totpkt
sgw-s5s8-ul-drop-qci70totbyte
sgw-s5s8-ul-drop-qci70totpkt
sgw-s5s8-dl-qci65totbyte
sgw-s5s8-dl-qci65totpkt
sgw-s5s8-dl-qci66totbyte
sgw-s5s8-dl-qci66totpkt
sgw-s5s8-dl-qci69totbyte
sgw-s5s8-dl-qci69totpkt
sgw-s5s8-dl-qci70totbyte
sgw-s5s8-dl-qci70totpkt
sgw-s5s8-dl-drop-qci65totbyte
sgw-s5s8-dl-drop-qci65totpkt
sgw-s5s8-dl-drop-qci66totbyte
sgw-s5s8-dl-drop-qci66totpkt
sgw-s5s8-dl-drop-qci69totbyte
sgw-s5s8-dl-drop-qci69totpkt
sgw-s5s8-dl-drop-qci70totbyte
sgw-s5s8-dl-drop-qci70totpkt
pgw-subqosstat-bearact-qci65
pgw-subqosstat-bearact-qci66
pgw-subqosstat-bearact-qci69
pgw-subqosstat-bearact-qci70
pgw-subqosstat-bearset-qci65
pgw-subqosstat-bearset-qci66
pgw-subqosstat-bearset-qci69
pgw-subqosstat-bearset-qci70
pgw-subqosstat-bearrel-qci65
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pgw-subqosstat-bearrel-qci66
pgw-subqosstat-bearrel-qci69
pgw-subqosstat-bearrel-qci70
pgw-subdatastat-ulpktfwd-qci65
pgw-subdatastat-ulpktfwd-qci66
pgw-subdatastat-ulpktfwd-qci69
pgw-subdatastat-ulpktfwd-qci70
pgw-subdatastat-ulbytefwd-qci65
pgw-subdatastat-ulbytefwd-qci66
pgw-subdatastat-ulbytefwd-qci69
pgw-subdatastat-ulbytefwd-qci70
pgw-subdatastat-dlpktfwd-qci65
pgw-subdatastat-dlpktfwd-qci66
pgw-subdatastat-dlpktfwd-qci69
pgw-subdatastat-dlpktfwd-qci70
pgw-subdatastat-dlbytefwd-qci65
pgw-subdatastat-dlbytefwd-qci66
pgw-subdatastat-dlbytefwd-qci69
pgw-subdatastat-dlbytefwd-qci70
pgw-subdatastat-ulpktdrop-qci65
pgw-subdatastat-ulpktdrop-qci66
pgw-subdatastat-ulpktdrop-qci69
pgw-subdatastat-ulpktdrop-qci70
pgw-subdatastat-ulbytedrop-qci65
pgw-subdatastat-ulbytedrop-qci66
pgw-subdatastat-ulbytedrop-qci69
pgw-subdatastat-ulbytedrop-qci70
pgw-subdatastat-dlpktdrop-qci65
pgw-subdatastat-dlpktdrop-qci66
pgw-subdatastat-dlpktdrop-qci69
pgw-subdatastat-dlpktdrop-qci70
pgw-subdatastat-dlbytedrop-qci65
pgw-subdatastat-dlbytedrop-qci66
pgw-subdatastat-dlbytedrop-qci69
pgw-subdatastat-dlbytedrop-qci70
pgw-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci65
pgw-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci66
pgw-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci69
pgw-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci70
pgw-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci65
pgw-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci66
pgw-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci69
pgw-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci70
pgw-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci65
pgw-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci66
pgw-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci69
pgw-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci70
pgw-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci65
pgw-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci66
pgw-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci69
pgw-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci70
collapsed-subdatastat-ulpktfwd-qci65
collapsed-subdatastat-ulpktfwd-qci66
collapsed-subdatastat-ulpktfwd-qci69
collapsed-subdatastat-ulpktfwd-qci70
collapsed-subdatastat-ulbytefwd-qci65
collapsed-subdatastat-ulbytefwd-qci66
collapsed-subdatastat-ulbytefwd-qci69
collapsed-subdatastat-ulbytefwd-qci70
collapsed-subdatastat-dlpktfwd-qci65
collapsed-subdatastat-dlpktfwd-qci66
collapsed-subdatastat-dlpktfwd-qci69
collapsed-subdatastat-dlpktfwd-qci70
collapsed-subdatastat-dlbytefwd-qci65
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collapsed-subdatastat-dlbytefwd-qci66
collapsed-subdatastat-dlbytefwd-qci69
collapsed-subdatastat-dlbytefwd-qci70
collapsed-subdatastat-ulpktdrop-qci65
collapsed-subdatastat-ulpktdrop-qci66
collapsed-subdatastat-ulpktdrop-qci69
collapsed-subdatastat-ulpktdrop-qci70
collapsed-subdatastat-ulbytedrop-qci65
collapsed-subdatastat-ulbytedrop-qci66
collapsed-subdatastat-ulbytedrop-qci69
collapsed-subdatastat-ulbytedrop-qci70
collapsed-subdatastat-dlpktdrop-qci65
collapsed-subdatastat-dlpktdrop-qci66
collapsed-subdatastat-dlpktdrop-qci69
collapsed-subdatastat-dlpktdrop-qci70
collapsed-subdatastat-dlbytedrop-qci65
collapsed-subdatastat-dlbytedrop-qci66
collapsed-subdatastat-dlbytedrop-qci69
collapsed-subdatastat-dlbytedrop-qci70
collapsed-subqosstat-bearact-qci65
collapsed-subqosstat-bearact-qci66
collapsed-subqosstat-bearact-qci69
collapsed-subqosstat-bearact-qci70
collapsed-subqosstat-bearset-qci65
collapsed-subqosstat-bearset-qci66
collapsed-subqosstat-bearset-qci69
collapsed-subqosstat-bearset-qci70
collapsed-subqosstat-bearrel-qci65
collapsed-subqosstat-bearrel-qci66
collapsed-subqosstat-bearrel-qci69
collapsed-subqosstat-bearrel-qci70
saegw-ggsn-subqosstat-bearact-qci65
saegw-ggsn-subqosstat-bearact-qci66
saegw-ggsn-subqosstat-bearact-qci69
saegw-ggsn-subqosstat-bearact-qci70
saegw-ggsn-subqosstat-bearset-qci65
saegw-ggsn-subqosstat-bearset-qci66
saegw-ggsn-subqosstat-bearset-qci69
saegw-ggsn-subqosstat-bearset-qci70
saegw-ggsn-subqosstat-bearrel-qci65
saegw-ggsn-subqosstat-bearrel-qci66
saegw-ggsn-subqosstat-bearrel-qci69
saegw-ggsn-subqosstat-bearrel-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktfwd-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktfwd-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktfwd-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktfwd-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytefwd-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytefwd-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytefwd-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytefwd-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktfwd-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktfwd-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktfwd-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktfwd-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytefwd-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytefwd-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytefwd-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytefwd-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdrop-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdrop-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdrop-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdrop-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedrop-qci65
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saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedrop-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedrop-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedrop-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdrop-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdrop-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdrop-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdrop-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedrop-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedrop-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedrop-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedrop-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-ulpktdropmbrexc-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-ulbytedropmbrexc-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-dlpktdropmbrexc-qci70
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci65
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci66
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci69
saegw-ggsn-subdatastat-dlbytedropmbrexc-qci70

P-GWスキーマ

新しい標準QCI機能をサポートするために、S-GWスキーマに次のバルク統計が追加されまし
た。

totepsbearactive-qci65
totepsbearactive-qci66
totepsbearactive-qci69
totepsbearactive-qci70
totepsbearsetup-qci65
totepsbearsetup-qci66
totepsbearsetup-qci69
totepsbearsetup-qci70
totepsbearrel-qci65
totepsbearrel-qci66
totepsbearrel-qci69
totepsbearrel-qci70
totepsbearmod-qci65
totepsbearmod-qci66
totepsbearmod-qci69
totepsbearmod-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pgw-qci70
totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci65
totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci66
totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci69
totepsbearrel-dedrsn-s1err-qci70
totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci65
totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci66
totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci69
totepsbearrel-dedrsn-s5err-qci70
totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci65
totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci66
totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci69
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totepsbearrel-dedrsn-s4err-qci70
totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci65
totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci66
totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci69
totepsbearrel-dedrsn-s12err-qci70
totepsbearrel-dedrsn-local-qci65
totepsbearrel-dedrsn-local-qci66
totepsbearrel-dedrsn-local-qci69
totepsbearrel-dedrsn-local-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pdn-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s1-u-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-u-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s5-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s11-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s12-qci70
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci65
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci66
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci69
totepsbearrel-dedrsn-pathfail-s4-u-qci70
totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci65
totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci66
totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci69
totepsbearrel-dedrsn-inactivity-timeout-qci70
totepsbearrel-dedrsn-other-qci65
totepsbearrel-dedrsn-other-qci66
totepsbearrel-dedrsn-other-qci69
totepsbearrel-dedrsn-other-qci70
datastat-uplink-qci65totbyte
datastat-uplink-qci65totpkt
datastat-uplink-qci66totbyte
datastat-uplink-qci66totpkt
datastat-uplink-qci69totbyte
datastat-uplink-qci69totpkt
datastat-uplink-qci70totbyte
datastat-uplink-qci70totpkt
datastat-uplink-dropstat-qci65totbyte
datastat-uplink-dropstat-qci65totpkt
datastat-uplink-dropstat-qci66totbyte
datastat-uplink-dropstat-qci66totpkt
datastat-uplink-dropstat-qci69totbyte
datastat-uplink-dropstat-qci69totpkt
datastat-uplink-dropstat-qci70totbyte
datastat-uplink-dropstat-qci70totpkt
datastat-downlink-qci65totbyte
datastat-downlink-qci65totpkt
datastat-downlink-qci66totbyte
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datastat-downlink-qci66totpkt
datastat-downlink-qci69totbyte
datastat-downlink-qci69totpkt
datastat-downlink-qci70totbyte
datastat-downlink-qci70totpkt
datastat-downlink-dropstat-qci65totbyte
datastat-downlink-dropstat-qci65totpkt
datastat-downlink-dropstat-qci66totbyte
datastat-downlink-dropstat-qci66totpkt
datastat-downlink-dropstat-qci69totbyte
datastat-downlink-dropstat-qci69totpkt
datastat-downlink-dropstat-qci70totbyte
datastat-downlink-dropstat-qci70totpkt
s1u-uplnk-qci65totbyte
s1u-uplnk-qci65totpkt
s1u-uplnk-qci66totbyte
s1u-uplnk-qci66totpkt
s1u-uplnk-qci69totbyte
s1u-uplnk-qci69totpkt
s1u-uplnk-qci70totbyte
s1u-uplnk-qci70totpkt
s1u-uplnk-drop-qci65totbyte
s1u-uplnk-drop-qci65totpkt
s1u-uplnk-drop-qci66totbyte
s1u-uplnk-drop-qci66totpkt
s1u-uplnk-drop-qci69totbyte
s1u-uplnk-drop-qci69totpkt
s1u-uplnk-drop-qci70totbyte
s1u-uplnk-drop-qci70totpkt
s1u-downlnk-qci65totbyte
s1u-downlnk-qci65totpkt
s1u-downlnk-qci66totbyte
s1u-downlnk-qci66totpkt
s1u-downlnk-qci69totbyte
s1u-downlnk-qci69totpkt
s1u-downlnk-qci70totbyte
s1u-downlnk-qci70totpkt
s1u-downlnk-drop-qci65totbyte
s1u-downlnk-drop-qci65totpkt
s1u-downlnk-drop-qci66totbyte
s1u-downlnk-drop-qci66totpkt
s1u-downlnk-drop-qci69totbyte
s1u-downlnk-drop-qci69totpkt
s1u-downlnk-drop-qci70totbyte
s1u-downlnk-drop-qci70totpkt
s4u-uplnk-qci65totbyte
s4u-uplnk-qci65totpkt
s4u-uplnk-qci66totbyte
s4u-uplnk-qci66totpkt
s4u-uplnk-qci69totbyte
s4u-uplnk-qci69totpkt
s4u-uplnk-qci70totbyte
s4u-uplnk-qci70totpkt
s4u-uplnk-drop-qci65totbyte
s4u-uplnk-drop-qci65totpkt
s4u-uplnk-drop-qci66totbyte
s4u-uplnk-drop-qci66totpkt
s4u-uplnk-drop-qci69totbyte
s4u-uplnk-drop-qci69totpkt
s4u-uplnk-drop-qci70totbyte
s4u-uplnk-drop-qci70totpkt
s4u-downlnk-qci65totbyte
s4u-downlnk-qci65totpkt
s4u-downlnk-qci66totbyte
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s4u-downlnk-qci66totpkt
s4u-downlnk-qci69totbyte
s4u-downlnk-qci69totpkt
s4u-downlnk-qci70totbyte
s4u-downlnk-qci70totpkt
s4u-downlnk-drop-qci65totbyte
s4u-downlnk-drop-qci65totpkt
s4u-downlnk-drop-qci66totbyte
s4u-downlnk-drop-qci66totpkt
s4u-downlnk-drop-qci69totbyte
s4u-downlnk-drop-qci69totpkt
s4u-downlnk-drop-qci70totbyte
s4u-downlnk-drop-qci70totpkt
s12-uplnk-qci65totbyte
s12-uplnk-qci65totpkt
s12-uplnk-qci66totbyte
s12-uplnk-qci66totpkt
s12-uplnk-qci69totbyte
s12-uplnk-qci69totpkt
s12-uplnk-qci70totbyte
s12-uplnk-qci70totpkt
s12-uplnk-drop-qci65totbyte
s12-uplnk-drop-qci65totpkt
s12-uplnk-drop-qci66totbyte
s12-uplnk-drop-qci66totpkt
s12-uplnk-drop-qci69totbyte
s12-uplnk-drop-qci69totpkt
s12-uplnk-drop-qci70totbyte
s12-uplnk-drop-qci70totpkt
s12-downlnk-qci65totbyte
s12-downlnk-qci65totpkt
s12-downlnk-qci66totbyte
s12-downlnk-qci66totpkt
s12-downlnk-qci69totbyte
s12-downlnk-qci69totpkt
s12-downlnk-qci70totbyte
s12-downlnk-qci70totpkt
s12-downlnk-drop-qci65totbyte
s12-downlnk-drop-qci65totpkt
s12-downlnk-drop-qci66totbyte
s12-downlnk-drop-qci66totpkt
s12-downlnk-drop-qci69totbyte
s12-downlnk-drop-qci69totpkt
s12-downlnk-drop-qci70totbyte
s12-downlnk-drop-qci70totpkt
s5-uplnk-qci65totbyte
s5-uplnk-qci65totpkt
s5-uplnk-qci66totbyte
s5-uplnk-qci66totpkt
s5-uplnk-qci69totbyte
s5-uplnk-qci69totpkt
s5-uplnk-qci70totbyte
s5-uplnk-qci70totpkt
s5-uplnk-drop-qci65totbyte
s5-uplnk-drop-qci65totpkt
s5-uplnk-drop-qci66totbyte
s5-uplnk-drop-qci66totpkt
s5-uplnk-drop-qci69totbyte
s5-uplnk-drop-qci69totpkt
s5-uplnk-drop-qci70totbyte
s5-uplnk-drop-qci70totpkt
s5-downlnk-qci65totbyte
s5-downlnk-qci65totpkt
s5-downlnk-qci66totbyte
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s5-downlnk-qci66totpkt
s5-downlnk-qci69totbyte
s5-downlnk-qci69totpkt
s5-downlnk-qci70totbyte
s5-downlnk-qci70totpkt
s5-downlnk-drop-qci65totbyte
s5-downlnk-drop-qci65totpkt
s5-downlnk-drop-qci66totbyte
s5-downlnk-drop-qci66totpkt
s5-downlnk-drop-qci69totbyte
s5-downlnk-drop-qci69totpkt
s5-downlnk-drop-qci70totbyte
s5-downlnk-drop-qci70totpkt
s8-uplnk-qci65totbyte
s8-uplnk-qci65totpkt
s8-uplnk-qci66totbyte
s8-uplnk-qci66totpkt
s8-uplnk-qci69totbyte
s8-uplnk-qci69totpkt
s8-uplnk-qci70totbyte
s8-uplnk-qci70totpkt
s8-uplnk-drop-qci65totbyte
s8-uplnk-drop-qci65totpkt
s8-uplnk-drop-qci66totbyte
s8-uplnk-drop-qci66totpkt
s8-uplnk-drop-qci69totbyte
s8-uplnk-drop-qci69totpkt
s8-uplnk-drop-qci70totbyte
s8-uplnk-drop-qci70totpkt
s8-downlnk-qci65totbyte
s8-downlnk-qci65totpkt
s8-downlnk-qci66totbyte
s8-downlnk-qci66totpkt
s8-downlnk-qci69totbyte
s8-downlnk-qci69totpkt
s8-downlnk-qci70totbyte
s8-downlnk-qci70totpkt
s8-downlnk-drop-qci65totbyte
s8-downlnk-drop-qci65totpkt
s8-downlnk-drop-qci66totbyte
s8-downlnk-drop-qci66totpkt
s8-downlnk-drop-qci69totbyte
s8-downlnk-drop-qci69totpkt
s8-downlnk-drop-qci70totbyte
s8-downlnk-drop-qci70totpkt
s5s8-uplnk-qci65totbyte
s5s8-uplnk-qci65totpkt
s5s8-uplnk-qci66totbyte
s5s8-uplnk-qci66totpkt
s5s8-uplnk-qci69totbyte
s5s8-uplnk-qci69totpkt
s5s8-uplnk-qci70totbyte
s5s8-uplnk-qci70totpkt
s5s8-uplnk-drop-qci65totbyte
s5s8-uplnk-drop-qci65totpkt
s5s8-uplnk-drop-qci66totbyte
s5s8-uplnk-drop-qci66totpkt
s5s8-uplnk-drop-qci69totbyte
s5s8-uplnk-drop-qci69totpkt
s5s8-uplnk-drop-qci70totbyte
s5s8-uplnk-drop-qci70totpkt
s5s8-downlnk-qci65totbyte
s5s8-downlnk-qci65totpkt
s5s8-downlnk-qci66totbyte
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s5s8-downlnk-qci66totpkt
s5s8-downlnk-qci69totbyte
s5s8-downlnk-qci69totpkt
s5s8-downlnk-qci70totbyte
s5s8-downlnk-qci70totpkt
s5s8-downlnk-drop-qci65totbyte
s5s8-downlnk-drop-qci65totpkt
s5s8-downlnk-drop-qci66totbyte
s5s8-downlnk-drop-qci66totpkt
s5s8-downlnk-drop-qci69totbyte
s5s8-downlnk-drop-qci69totpkt
s5s8-downlnk-drop-qci70totbyte
s5s8-downlnk-drop-qci70totpkt

システムスキーマ

新しい標準QCI機能をサポートするために、システムスキーマに次のバルク統計が追加されま
した。

sess-bearerdur-5sec-qci65
sess-bearerdur-10sec-qci65
sess-bearerdur-30sec-qci65
sess-bearerdur-1min-qci65
sess-bearerdur-2min-qci65
sess-bearerdur-5min-qci65
sess-bearerdur-15min-qci65
sess-bearerdur-30min-qci65
sess-bearerdur-1hr-qci65
sess-bearerdur-4hr-qci65
sess-bearerdur-12hr-qci65
sess-bearerdur-24hr-qci65
sess-bearerdur-over24hr-qci65
sess-bearerdur-2day-qci65
sess-bearerdur-4day-qci65
sess-bearerdur-5day-qci65
sess-bearerdur-5sec-qci66
sess-bearerdur-10sec-qci66
sess-bearerdur-30sec-qci66
sess-bearerdur-1min-qci66
sess-bearerdur-2min-qci66
sess-bearerdur-5min-qci66
sess-bearerdur-15min-qci66
sess-bearerdur-30min-qci66
sess-bearerdur-1hr-qci66
sess-bearerdur-4hr-qci66
sess-bearerdur-12hr-qci66
sess-bearerdur-24hr-qci66
sess-bearerdur-over24hr-qci66
sess-bearerdur-2day-qci66
sess-bearerdur-4day-qci66
sess-bearerdur-5day-qci66
sess-bearerdur-5sec-qci69
sess-bearerdur-10sec-qci69
sess-bearerdur-30sec-qci69
sess-bearerdur-1min-qci69
sess-bearerdur-2min-qci69
sess-bearerdur-5min-qci69
sess-bearerdur-15min-qci69
sess-bearerdur-30min-qci69
sess-bearerdur-1hr-qci69
sess-bearerdur-4hr-qci69
sess-bearerdur-12hr-qci69
sess-bearerdur-24hr-qci69
sess-bearerdur-over24hr-qci69
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sess-bearerdur-2day-qci69
sess-bearerdur-4day-qci69
sess-bearerdur-5day-qci69
sess-bearerdur-5sec-qci70
sess-bearerdur-10sec-qci70
sess-bearerdur-30sec-qci70
sess-bearerdur-1min-qci70
sess-bearerdur-2min-qci70
sess-bearerdur-5min-qci70
sess-bearerdur-15min-qci70
sess-bearerdur-30min-qci70
sess-bearerdur-1hr-qci70
sess-bearerdur-4hr-qci70
sess-bearerdur-12hr-qci70
sess-bearerdur-24hr-qci70
sess-bearerdur-over24hr-qci70
sess-bearerdur-2day-qci70
sess-bearerdur-4day-qci70
sess-bearerdur-5day-qci70

コマンドの表示

ここでは、新しい標準 QCI機能をモニターするために使用できる showコマンドについて説明
します。

show apn statistics all

このコマンドの出力が拡張され、新しい標準 QCI 65、66、69、および 70の管理上の接続解除
とベアラー統計が表示されるようになりました。新しい統計情報はイタリック体で強調表示さ

れます。

...

4G Bearers Released By Reasons:

QCI1 QCI2 QCI3 QCI4 QCI5 QCI6 QCI7 QCI8 QCI9
Admin disconnect: 0 0 0 0 0 0 0 0

QCI65 QCI66 QCI69 QCI70
Admin disconnect: 0 0 0 0

...

QCI 65:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 0
Bearer Released: 0 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink pkts forwarded: 0 Downlink pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink pkts dropped: 0 Downlink pkts dropped: 0
Uplink Bytes dropped(MBR Excd): 0 Downlink Bytes dropped(MBR Excd): 0
Uplink pkts dropped(MBR Excd): 0 Downlink pkts dropped(MBR Excd): 0

QCI 66:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 0
Bearer Released: 0 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink pkts forwarded: 0 Downlink pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink pkts dropped: 0 Downlink pkts dropped: 0
Uplink Bytes dropped(MBR Excd): 0 Downlink Bytes dropped(MBR Excd): 0
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Uplink pkts dropped(MBR Excd): 0 Downlink pkts dropped(MBR Excd): 0

QCI 69:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 0
Bearer Released: 0 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink pkts forwarded: 0 Downlink pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink pkts dropped: 0 Downlink pkts dropped: 0
Uplink Bytes dropped(MBR Excd): 0 Downlink Bytes dropped(MBR Excd): 0
Uplink pkts dropped(MBR Excd): 0 Downlink pkts dropped(MBR Excd): 0

QCI 70:
Bearer Active: 0 Bearer setup: 0
Bearer Released: 0 Bearer Rejected: 0

Uplink Bytes forwarded: 0 Downlink Bytes forwarded: 0
Uplink pkts forwarded: 0 Downlink pkts forwarded: 0
Uplink Bytes dropped: 0 Downlink Bytes dropped: 0
Uplink pkts dropped: 0 Downlink pkts dropped: 0
Uplink Bytes dropped(MBR Excd): 0 Downlink Bytes dropped(MBR Excd): 0
Uplink pkts dropped(MBR Excd): 0 Downlink pkts dropped(MBR Excd): 0

0
...

show gtpu statistics

このコマンドの出力が拡張され、QCI値 65、66、69、70のパケットおよびバイト情報が提供
されるようになりました。新しい統計情報はイタリック体で示しています。

...
QCI 9:

Uplink Packets: 0 Uplink Bytes: 0
Downlink Packets: 0 Downlink Bytes: 0
Packets Discarded: 0 Bytes Discarded: 0

QCI 65:
Uplink Packets: 0 Uplink Bytes: 0
Downlink Packets: 0 Downlink Bytes: 0
Packets Discarded: 0 Bytes Discarded: 0

QCI 66:
Uplink Packets: 0 Uplink Bytes: 0
Downlink Packets: 0 Downlink Bytes: 0
Packets Discarded: 0 Bytes Discarded: 0

QCI 69:
Uplink Packets: 0 Uplink Bytes: 0
Downlink Packets: 0 Downlink Bytes: 0
Packets Discarded: 0 Bytes Discarded: 0

QCI 70:
Uplink Packets: 0 Uplink Bytes: 0
Downlink Packets: 0 Downlink Bytes: 0
Packets Discarded: 0 Bytes Discarded: 0

Non-Std QCI(Non-GBR):
Uplink Packets: 0 Uplink Bytes: 0
Downlink Packets: 0 Downlink Bytes: 0
Packets Discarded: 0 Bytes Discarded: 0

...
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show pgw-service statistics all verbose

このコマンドの出力が拡張され、QoS特性と IPv4v6 PDNデータ統計による新しい標準 QCI情
報が表示されるようになりました。新しい統計情報はイタリック体で示しています。

Bearers By QoS characteristics:
Active: Setup:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0

...

Released:
QCI 1: 0

...
QCI 65: 0
QCI 66: 0
QCI 69: 0
QCI 70: 0

...

IPv4v6 PDN Data Statistics:
Uplink : Downlink :

...
Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0

show saegw-service statistics all verbose

このコマンドの出力が拡張され、新しい標準 QCIに関する情報が提供されるようになりまし
た。新しい統計情報はイタリック体で示しています。

...

Bearers By QoS characteristics:
Active: Setup:
QCI 1: 0 QCI 1: 0
...
QCI 9: 0 QCI 9: 0
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Released:
QCI 1: 0
...
QCI 9: 0
QCI 65: 0
QCI 66: 0
QCI 69: 0
QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0

…
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Std QCI(Non-GBR): 0 Std QCI(Non-GBR): 0
Std QCI(GBR): 0 Std QCI(GBR): 0

Uplink : Downlink :
Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Bytes: Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Packets: Dropped Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0\

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Bytes: Dropped Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Setup Guard Timer Expired: 0

show sgw-service statistics all verbose

このコマンドの出力が拡張され、新しい標準QCI情報が提供されるようになりました。新しい
統計情報はイタリック体で強調表示されます。

...

Bearers By QoS characteristics:
Active: Setup:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0

...

Released: Modified:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
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QCI 70: 0 QCI 70: 0
...

Dedicated Bearers Released By Reason:
PGW Ini: 0 PCRF Ini: 0
QCI 1: 0

...
QCI 65: 0
QCI 66: 0
QCI 69: 0
QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0

...
S1 Error Ind: 0 S5 Error Ind: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

S4 Error Ind: 0 S12 Error Ind: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Local: 0 PDN Down: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Path Failure S1-U: 0 Path Failure S5-U: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0
...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Path Failure S5: 0 Path Failure S11: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Path Failure S4-U: 0 Path Failure S12: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
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QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Inactivity Timeout: 0 Other: 0
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

...
Data Statistics Per Interface:
S1-U Total Data Statistics:
Uplink : Downlink :

...
Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Bytes: Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Packets: Dropped Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Bytes: Dropped Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

S4-U Total Data Statistics:
Uplink : Downlink :
Total Pkts: 0 Total Pkts: 0
Total Bytes: 0 Total Bytes: 0
Dropped Pkts: 0 Dropped Pkts: 0
Dropped Bytes: 0 Dropped Bytes: 0

Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
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QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Bytes: Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Packets: Dropped Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Bytes: Dropped Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

S12 Total Data Statistics:
Uplink : Downlink :
Total Pkts: 0 Total Pkts: 0
Total Bytes: 0 Total Bytes: 0
Dropped Pkts: 0 Dropped Pkts: 0
Dropped Bytes: 0 Dropped Bytes: 0

Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Bytes: Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Packets: Dropped Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
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Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Bytes: Dropped Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

S5-U Total Data Statistics:
Uplink : Downlink :
Total Pkts: 0 Total Pkts: 0
Total Bytes: 0 Total Bytes: 0
Dropped Pkts: 0 Dropped Pkts: 0
Dropped Bytes: 0 Dropped Bytes: 0

Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Bytes: Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Packets: Dropped Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Bytes: Dropped Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

S8-U Total Data Statistics:
Uplink : Downlink :
Total Pkts: 0 Total Pkts: 0
Total Bytes: 0 Total Bytes: 0
Dropped Pkts: 0 Dropped Pkts: 0
Dropped Bytes: 0 Dropped Bytes: 0

Packets: Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
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QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Bytes: Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Packets: Dropped Packets:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

Dropped Bytes: Dropped Bytes:
QCI 1: 0 QCI 1: 0

...
QCI 65: 0 QCI 65: 0
QCI 66: 0 QCI 66: 0
QCI 69: 0 QCI 69: 0
QCI 70: 0 QCI 70: 0
Non-Std QCI: 0 Non-Std QCI: 0

非標準 QCIのサポート
ここでは、非標準 QCIのサポート機能について説明します。

機能説明

通常、GGSN/P-GW/SAEGW/S-GW/ePDGでは、1～ 9の標準ベースQCI値のみがサポートされ
ます。ただし、ライセンスを使用すると、非標準の QCI（128～ 254）を P-GW/GGSN（スタ
ンドアロン GGSNではない）で使用できます。

ライセンス

非標準 QCIを使用するには、有効なライセンスキーがインストールされている必要がありま
す。ライセンスの入手方法の詳細については、シスコのアカウントまたはサポート担当者にお

問い合わせください。

機能の仕組み

3GPPリリース 8以降では、通信事業者固有/非標準の QCIがサポートされ、キャリアは QCI
128～ 254を定義できます。QCI値 0および 10～ 255は次のように定義されています。
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• 0：予約済み
• 10～ 127：予約済み
• 128～ 254：通信事業者固有/非標準 QCI
• 255：予約済み

通信事業者固有の QCI（128～ 254）を使用して、ネットワーク内のエンドユーザーに提供す
るさまざまなサービス/アプリケーションキャリアを区別できます。

制限事項

•非標準 QCIは、S5/S8/S2a/S2bインターフェイスでのみサポートされます。

• Gnインターフェイスはサポートされていません。

標準準拠

• 3GPP仕様 TS 23.203：Policy and charging control architecture

• 3GPP仕様 TS 29.212：Policy and Charging Control over Gx reference point

非標準 QCIサポートの設定
QCI-QoSマッピングコンフィギュレーションモードでの operator-defined-qciコマンドは、
P-GWに非標準 QCIを設定して、非標準 QCI値が UEまたは PCRFから受信されたときにコー
ルを受け入れられるようにします。一意のDSCPパラメータ（アップリンクとダウンリンク）
と、GBRまたは非 GBRも設定できます。

GGSNでは非標準QCIはサポートされていないため、pre-rel8-qos-mappingが、3Gコールまた
は GnGpハンドオーバー時に非標準 QCI値を pre-rel8 QoS値にマッピングするための参照先と
して使用されます。

P-GWでの非標準 QCIサポートの設定

次のコマンドを使用して、P-GWでの非標準 QCIサポートを設定して、UEまたは PCRFから
非標準 QCI値を受信したときにコールを受け入れることができるようにします。

configure
qci-qos-mapping name

operator-defined-qci num { gbr | non-gbr } [ { downlink |
uplink } [ encaps-header { copy-inner | copy-outer | dscp-marking
dscp-marking-value } [ internal-qos priority priority ] | internal-qos
priority priority | user-datagram dscp-marking dscp-marking-value [
encaps-header { copy-inner | copy-outer | dscp-marking dscp-marking-value

} [ internal-qos priority priority ] ] | pre-rel8-qos-mapping num ]
no operator-defined-qci num

end

注：
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•このコマンドは、非標準QCIをサポートするライセンスキーがインストールされている場
合にのみ表示されます。ライセンスの入手方法の詳細については、シスコのアカウントま

たはサポート担当者にお問い合わせください。

• operator-defined-qci num：有効にする通信事業者定義の QCI値を指定します。

numは 128～ 254の整数である必要があります。

標準ベースの QCI値 1～ 9は、qciコマンドを使用して設定されます。

• pre-rel8-qos-mapping num：3Gコールまたは GnGpハンドオーバー時に、非標準 QCIを、
望ましい pre-rel8標準 QoS値と同様な特性（TC、THP、SI、TD、SSD）を持つ標準 QCI
にマップします。

numは、GBRの場合は 1～ 4、非GBRの場合は 5～ 9の整数である必要があります。QCI
値 1～ 9は、3GPP Specification TS 23.203「Policy and charging control architecture」で定義
されています。

3G GGSNコール

pre-rel8-qos-mappingフィールドがGGSNに関連付けられた P-GWの非標準QCIに設定さ
れていない場合、3Gコールは拒否されます。

GnGpのハンドオフ

1. pre-rel8-qos-mappingフィールドがデフォルトベアラーの非標準 QCIに設定されてい
ない場合、ハンドオフは拒否されます。

2. pre-rel8-qos-mappingフィールドが専用ベアラーの非標準 QCIに設定されていない場
合、そのベアラーだけがハンドオフ時に拒否されます。

3. それぞれ、次のシナリオの通りです。

•標準QCIまたは非標準QCIを使用するデフォルトベアラー（pre-rel8-qos-mapping
が設定済み）

•複数の専用ベアラー（一部が標準QCIを使用し、他の一部がpre-rel8-qos-mapping
を設定済みの非標準 QCIを使用し、さらに他の一部がマッピングなしの非標準
QCIを使用する）

LTEから GnGpへのハンドオフ時：

•マッピングのない非標準 QCIを使用するすべての専用ベアラーの UPC要求は拒
否されます

•残りのベアラーのハンドオフは成功します

非標準 QCIサポートのモニタリング

バルク統計

このセクションでは、非標準QCIサポートのサポートにおけるバルク統計に関する情報を提供
します。
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APNスキーマ

非標準 QCI（GBRおよび非 GBR）をサポートするために、次のカウンタが追加されました。

• nonstdqci-nongbr-uplinkpkt-drop-mbrexcd
• nonstdqci-nongbr-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
• nonstdqci-nongbr-uplinkbyte-drop-mbrexcd
• nonstdqci-nongbr-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
• nonstdqci-nongbr-rejbearer
• nonstdqci-gbr-uplinkpkt-drop-mbrexcd
• nonstdqci-gbr-dwlinkpkt-drop-mbrexcd
• nonstdqci-gbr-uplinkbyte-drop-mbrexcd
• nonstdqci-gbr-dwlinkbyte-drop-mbrexcd
• nonstdqci-gbr-rejbearer

showコマンドの出力

このセクションでは、非標準 QCIのサポートでの showコマンドやその出力について説明しま
す。

show apn statistics

このコマンドの出力が拡張され、次の非標準 QCIカウンタ（GBRおよび非 GBR）が表示され
るようになりました。

•非標準 QCI（GBR以外）

• Bearer Rejected
• Uplink Bytes dropped(MBR Excd)
• Downlink Bytes dropped(MBR Excd)
• Uplink pkts dropped(MBR Excd)
• Downlink pkts dropped(MBR Excd)

•非標準 QCI（GBR）

• Bearer Rejected
• Uplink Bytes dropped(MBR Excd)
• Downlink Bytes dropped(MBR Excd)
• Uplink pkts dropped(MBR Excd)
• Downlink pkts dropped(MBR Excd)

show qci-qos-mapping table all

このコマンドの出力が拡張され、いつ非標準QCIが設定されたかが表示されるようになりまし
た。

• Operator-defined-qci
• pre-rel8-qos-mapping
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


